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詞林　第57号　2015年4月
はじめに
従来、北村季吟の源氏学については、 『湖月抄』への言及
がその大多数を占め、その他の著述や関連書に及ぶことは稀であった。そこで、本稿以降数稿にわたり、 『源氏物語』に関する季吟 著述等について概観し、そのうちのいくらかの翻刻を供し、以て季吟の源氏学の再検討を企図するものである。本稿では、主として季吟『源氏物語微意』 基礎的研究を行う。
一
　『古今集并歌書品々御伝受之書』について
日本大学総合学術情報センターには、 『教端抄』 『源氏物語
微意』など七種十九冊の伝授書類を一箱にまとめた『古今集并歌書品々御伝受之
書（１）
』
（以下、 「歌書伝受書」と称する）
が蔵
されている。これらは季吟から柳沢吉保へ 伝授書であり箱書に「古今集并歌書品々御伝受之書」と記す朱の塗箱に納
められている。まずは「歌書伝受書」の書誌を記す。
日本大学総合学術情報センター蔵。請求記号：
911.104/
K
i.68 。写本。楮紙袋綴。縦二十二・九糎×横十六・九糎。
茶色地菊花唐草文様裂表紙。中央金紙題簽「教端抄
　
一
（～
八）
」など。見返し、菊花唐草文様布目金紙。一面概ね八行書、
一行十五～二十二字程度。朱で清濁点や振仮名を附すことがある。本文は吉保方の書写者によるものと推定されるが、吉保自身の筆ではない。なお、相伝奥書および『教端抄』の題簽は季吟自筆である。印記、 「日本大学図書館蔵」
（朱）
。故
佐藤運雄氏
（元理事長）
寄贈
（昭
31・
2・
11付）
。以下、他の伝
本との比較の際には、日大本と称する。「歌書伝受書」は、 『教端
抄（２）
』八冊
（一～八）
、 『十如是和歌
集（３）
』一冊、 『八代集口訣
（４）
』一冊、 『新勅撰和歌集口実
（５）
』四冊
（上
一・上二・下一・下二）
、 『万葉集口訣』 一冊、 『詠歌大概拾穂抄』
一冊、 『源氏物語微意』三冊
（上・中・下）
からなる。それぞ
れ墨付丁数および遊紙は以下の通りであ
北村季吟の源氏学（一）
――附・日本大学総合学術情報センター蔵『源氏物語微意
　
上』翻刻――
　　　　　　　
宮川
　
真弥
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『教端抄』第一冊
140丁・第二冊
195丁・第三冊
160丁・第四冊
211
丁・第五冊
96丁・第六冊
136丁・第七冊
163丁・第八冊
175丁
（すべて遊紙前
1丁、後
2丁）
『十如是和歌集』
24丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
『八代集口訣』
40丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
『新勅撰和歌集口実』 第一冊
125丁・第二冊
111丁・第三冊
123丁・
第四冊
127丁
（すべて遊紙前
1丁、後
2丁）
『万葉集口訣』
23丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
『詠歌大概拾穂抄』
144丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
『源氏物語微意』第一冊
101丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
・第二冊
104
丁
（遊紙前
1丁、後
2丁）
・第三冊
104丁
（遊紙前
1丁、後
1丁）
なお、 『八代集口訣』は「後撰和歌集口訣」
（
1ヶ条）
、 「拾
遺和歌集口訣」
（
4ヶ条）
、 「後拾遺和歌集口訣」
（
2ヶ条）
、 「千
載和歌集口訣」
（
4ヶ条）
、 「新古今和歌集口訣」
（
18ヶ条）
、 「新
古今集口訣追加」
（
6ヶ条）
からなり、その末には「枕草子春
曙抄口訣」
（
10ヶ条）
が記されている。
重要な事項として、柳沢文庫蔵『古今集并歌書品々御伝受
御書付
（６）
』が収められている塗箱が、本資料の塗箱と同種であ
ることがあげられる
（７）
。現在は別の機関に所蔵されているが、
もとは揃いで季吟から吉保へ伝授され、柳沢家に伝えられていたものと考えられる。
二
　
書写の時期
本章では、季吟自筆による相伝奥書を確認し、書写の時期
について考察する。なお、本稿末尾にその他の奥書を含めた奥書一覧を掲載した。
本稿末尾に掲載した季吟筆相伝奥書の年紀を整理すると、
元禄十五年
（一七〇二）
十月十四日
『八代集口訣』 、 『新勅撰和歌集口実』 、 『万葉集口訣』
元禄十五年十月吉祥日
『源氏物語微意』
元禄十五年十一月十八日
『教端抄』 、 『十如是和歌集』
年紀不明
『詠歌大概拾穂抄』
となり、少なくとも二種類の 紀が存在することとなる。以下、この問題について考察する。前述の『古今集并歌書品々御伝受御書付』の一部である「覚」に、書写の事情を窺わせる以下の記述がある。
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覚一
　
御本之教端
抄〈八／冊〉任
二
御意
一
外題染
二
愚筆
一
返
進仕候。并青紙御不審之所々、委細改返進仕候。其中ニ御不審難
二心得
一奉
レ存候事、五・六所御座候者、
其分ニ而指置申候。奥書仕候。
一
　
十如是之注本、是亦任
二貴意
一加
二奥書
一進上申候。
一
　
封之印別ニ包 上仕候。
吉保からの依頼で『教端抄』の題簽を書いたこと、吉保が
青紙で不審箇所について尋ねたものに対して改めて返したこと、その不審箇所のうち季吟が理解しがたかった五・六箇所についてはそのままにしたこと、 『教端抄』の奥書を記したことが知られる。また、 『十如是和歌集』
（ 「十如是之注本」 ）
についても吉保の求めに応じて奥書を加えて送ったことが記される。この記述の通り、日大本『教端抄』の題簽は季吟自筆と認められる。なお、 他の「歌書伝受書」の題簽は本文と同筆である。 青紙については現存 ておらず、 季吟 「委細改」が具体的に何を指すのかは詳らかでない。他の伝本との比較検討を要す ため、この点については別稿に譲りたい。
さて、 「覚」に『教端抄』と『十如是和歌集』の名が見え
ることにより、この両書の「元禄十五年十一月十八日」の相伝奥書と、 『八代集口訣』などの「元禄十五年十月十四日」の相伝奥書 は、実際に記 た時期 異なっていたと考え
るべきであろう。この理由を考察するに当たって、まずは吉保への古今伝授に関する記事を整理しよう
（８）
。
吉保の公用日記である『楽只堂年録
（９）
』には、元禄十三年八
月二十七日に「一、今日、再昌院法印季吟より、古今の秘訣を伝授す」とある。その後、元禄十五年四月六日に吉保邸の失火があり、同年七月十二日 「一、北村再昌院法印季吟を請して、再び古今和歌集の口訣を伝受す、去
（さりしとし）
年伝受したれど
も、書籍焼亡するによりて也、時服三つ・重硯箱一通りを贈る」とあり、ここで再度の伝授が行われてい 。翌日には「一、北村再昌院法印季吟へ、鮮鯛壱折・樽代千疋を贈 」とある。
一方で、 『古今集并歌書品々御伝受御書付』の「師伝之血
脈二通」にはそれぞれ「元禄十三〈庚辰〉九月二十七日奉授之
　
再昌院法印」とあり、また、無窮会蔵『北村季任聞書
）（（
（
』
にも「吉保〈元禄十三年九月二十七日／松平美濃守〉 」とあり、古今伝授の公式な日付は元禄十三年九 であることが知られる。 『楽只堂年録』の記事が伝授の開始を意味するかどうかは不明であるが、北村湖春の「誓戒文」の例を見るに、吉保は元禄十三年九月二十七日に切紙伝授を受け、おそらく同日に誓詞を提出したのであろう。
さらに、 『古今集并歌書品々御伝受御書付』の「詠 大概
之口訣」には「元禄十五年七月十六日
　
再昌院法印」
（他二
葉には「元禄十五年七月吉祥日」 ）
とある
）（（
（
。
以上のことを踏まえると、相伝奥 の「十月十四日」から
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「十一月十八日」のほぼ一月のずれは、 「覚」に記されるように、吉保が『教端抄』を読み込み、不審箇所について検討するための期間と考えられないだろうか
）（（
（
。
川上本 『古今拾穂抄』 には元禄十二年十二月二十九日に、 『古
今拾穂抄』を『教端抄』と改名して「五丸様」に献上した旨が記される。つまり、吉保への初度の古今伝授の際には既『教端抄』は成立しており、吉保に伝えられていたものと考えられる。そして、日大本『教端抄』によれば、元禄十四年から翌十五年にかけて再度 書写を行ったことが記されており、川上本と比較するに本文の改訂 行われていることが知られる。そのため、再度の古今伝授の際に改めて不審を尋ねる機会が設けられたのではないだろうか。
また、 『十如是和歌集』は奥書に「八半之小本」などと記
すことから推すに、はじめは伝授書ではなかったのではないか。相伝奥書に「家伝」や「秘説」とないことも、その感を強くさせる。そのため 初度の古今 の際には伝えておらず、再度の古今伝授 際に吉保の要望により与え になったのではないだろうか。「元禄十五年十月十四日」の相伝奥書を有する書籍は、 『教端抄』と異なり、初度の古今伝授 行われた元禄十三年以降の奥書
（相伝奥書を除く）
を有さない。既に授与したものか
ら更改がないため、書写を終えた時点で即座に相伝奥書を加えたとすれば、年紀のずれはひとまず説明できよう。
なお、少々余談に流れるが、 『北村季任聞書』によると、 『教
端抄』の献上に先立ち、元禄五年三月五日付で「五之丸様」 、すなわち瑞春院
）（（
（
に古今伝授を行っている。この日は『寛政重
修諸家
譜
）（（
（
』に「
（稿者注：元禄）
五年三月五日仰により古今和
歌集伝授の切紙を献じ、紅裏の呉服をたまはる」とあることにより、従来、季吟が綱吉 古今伝授を行った日と理解されてきたが、 『北村 任聞書』の記述によれば、切紙を献じた対象は綱吉ではなく その室の瑞春院であったことになる
）（（
（
。
『北村季任聞書』 に記される湖春や吉保への古今伝授の日付は、湖春の誓紙や吉保の『古今集并歌書品々御伝受御書付』 一致しており、資料の信憑性は高い
）（（
（
。また、川上本『古今拾穂
抄』
（ 『教端抄』 ）
には元禄十二年十二月二十九日 瑞春院に九
冊本の『教端抄』を献上した旨が記される。以上のことを踏まえると、季吟を江戸に呼び寄せた背景にも瑞春院の意思を考慮すべき可能性が生じる。今後、考究 べき重要な課題である。
三
　『源氏物語微意』について
「歌書伝受書」と重複する部分もあるが、始めに書誌をあげよう。日本大学総合学術情報センター蔵。
請求記号：
911.104/
K
i.68/17 ～
19 。
写本。楮紙袋綴。
3冊。縦二十二・九糎×横
十六・九糎。茶色地菊花唐草文様裂表紙、中央金紙題簽「源
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氏物語微意
　
上
（中・下）
」 。内題「源氏物語微意」
（上巻）
。
見返し、菊花唐草文様布目金紙。墨付丁数、上巻
101丁・中
104丁・下巻
104丁。一面概ね八行書、一行十五～十七字程度。
印記、 「日本大学図書館蔵」
（朱）
。下巻末尾に「源氏物語日
本紀准拠」 「源氏物語止観説 「てにをは少々」が記される。孤本である。『源氏物語微意』
（以下、 『微意』と称する）
について、野村
氏は、
季吟の源氏研究の極意を卑近な譬喩を用いて云々するのは、 冒瀆のそしりを免れぬではあろうが、 『源氏物語微意』は濃厚な儒教的訓戒の染料を以て各巻々を色揚げしたようにみえる。さきに引用した『俳諧用意風躰』中の源氏観など、季吟 らずとも以前からいわれていることではあるが、それを各項に分けてそれぞれに応じて色揚げしているところに彼の工夫があり、従って秘伝たる所以が存在すると考えるのである。
〔中略〕
結局季吟の根底に 『徒
然草』が教訓書として最適であったように、より著名な『源氏物語』もそうでなければならず、またそのように読むのが正解だとの考えがあったためと思うのである
）（（
（
。
と、 『微意』の花宴巻と花散里巻の各条を列挙し、 『湖月抄』と比較の上で述べられた
）（（
（
。ただし、そこでは季吟の伝授観へ
の言及に主眼が置かれ、 『微意』そのものに関する言及は少ない。そこで、改めて成立や内容について検討していきたい。
四
　
成立時期について
『微意』については、成立時の一幕を物語る書簡が存在する。野村氏が紹介された「北村季吟書簡：北村正立宛」である。
（稿者注：元禄八年）
五月十二日
〔中略〕
一
　
内々所望之古今集、老筆雖
二見苦候
一、即染
レ筆一校
合申
レ
為指上候。湖春後撰も出来候故、一所ニ上候。源
氏之微意三巻之内、上一巻清書出来候間、草案之本遣候。是者源氏熟読之上ニ見而、可
レ為
二家珍
一候。殊講談之時、
此所々ヲ読聞せ侯ニハ深秘之故、多年之有増に候処、今度成就申候、必々よみ聞せ候 写させ候事有間敷候。此方ニハ伝授之箱之内ニ納置候。跡々出来次第上せ可レ申候
）（（
（
。
〔後略〕
『微意』三巻のうち、上巻の清書を終えたので草稿本を次男正立に送ること、清書本は季吟方の「伝授之箱」に納めておくことが記される。また、長年の企図がようやく成就したものであり、深秘であるため、講談の際には読み聞かせるだけで、決して写させないようにと指示している。野村氏は当該書簡を元禄九年のものと推定されたが、元禄
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八年のものと考えるべきであろう。 『微意』下巻の奥書を以下に掲げよう。
元禄七年八月十五日向南月下染
レ筆而同年十月廿五日北
野影前終
レ功畢
　　　　　　　　　　　　
法眼季吟
元禄八年六月三日重而清書
レ之
源氏物語日本紀准拠〔中略〕元禄乙亥林鐘
（稿者注：元禄八年六月）
初六染
レ
筆
レ
於
二
近
水亭
一而欲
レ伝
二児孫
一。不
レ可
レ有
二外見
一者也。
同十一日校合畢
　　　　　
七松子
以下、季吟筆の相伝奥書が続く。野村氏は「元禄九年と推
定したのは、 『源氏物語微意』の成立が注
13の識語
（稿者注：
前掲奥書傍線部）
のごとく同八年六月と考えられるからであ
る
）（（
（
」と述べられた。しかし、二重傍線部と波線部により、 『微
意』の「源氏物語日本紀准拠」以下を除く部分の成立は元禄七年十月二十五日であり 清書を終えたのが元禄八年六月三日であることが知られるのである。上巻の清書を元禄八年五月十二日に終えていたとして矛盾は無い。傍線部は「源氏物語日本紀准拠」 「源氏物語止観説」 「てにをは少々」を後に記
したことを示すと捉えるべきであろう。
これまでの考察を踏まえ、 『微意』に関する略年譜を記す
と以下のようになる。 『微意』奥書以外は根拠となる資料を文末に示す。・元禄七年八月十五日、 『微意』執筆開始。・同年十月二十五日、 『微意』
（ 「源氏物語日本紀准拠」以下を除
く）
成立。
・元禄八年五月十 日、 『微意』上巻の清書を終え、正立に
草稿本を送る。
（正立宛書簡）
・同年六月三日、 『微意』全巻
（ 「源氏物語日本紀准拠」以下を
除く）
の清書を終える。
・同年同月六日、 「源氏物語日本紀准拠」以下を追加 る。・同年同月十一日、校合を終える。・元禄十三 八 二十七日頃 吉保に伝授か。
（ 『楽只堂年録』 ）
・元禄十五 十 某日
（十四日か）
、吉保に伝授する。
なお、 奥書の成立時期に関する記述は、 『微意』 の序文の 「み
やづかえいそがはしきいとまにふんでをはしらしめ」たとする記述や、後述する注記
35の元禄七年七月十四日に湖春とと
もに無縁寺に参詣したとする記述、あるいは注記中に ばしば『湖月抄』の名が見え ことと矛盾せず、信ずべきものであろう。
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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五
　
執筆の意図について
前掲の『微意』の相伝奥書には「欲
レ伝
二児孫
一」とあり、 「正
立宛書簡」には「可
レ為
二家珍
一」とあり、 『微意』の序文には、
やつがれ七そぢにあまるよはひまでに、八たびのかうぜちをとげて、人にとひ人にこたへつゝ、わづかにくうづきにたるしるしばかり、みやづかえいそがはしきいとまにふんで はしらしめて、源氏物語の微意となづけて鐘愛の児孫 あたへむとならし。ふかき窓の中にひめをかしめて、ひろきよにさし出すべくもあらぬ物なれば をろかにいやし はゞかりをもしゐてかへりみおもふべきにあらずとなん。
と傍線部のごとくあり、いずれも児孫に伝えることを目的としている。注記にも、それを証する事例がある。賢木巻の注記
73、桐壺帝崩御の場面である。院の御なやみ神無月 なりては
桐壺の帝此巻にて崩御也。うき世の生老病死は帝王ものがれましまさぬことはりを示す物也。但仙院などにて此物語を講ぜんにはこゝより「御位をさらせ給ふといふばかりこそあれ」といふまで よみ侍まじくや。
傍線部では、仙院での講説の際に、桐壺院の崩御の場面を
省略することを指示する。これはまさに歌学方を継いでいくであろう子孫に対するものと見なせよう。実際に省略が行われたかどうかは定かではないが、講説の実態を示唆する記述として興味深い。
ただし、全体を俯瞰すると、注記の多くは身の処し方に関
する言及である。執筆の方針は桐壺巻冒頭に明らかである。
此巻にて光源氏生れ給へり。此君は桐壺の帝のみこにて容貌閑雅に文学のざえ高く和哥管絃の道もすぐれ給へれど、好色にすぎ給ひさま〴〵奇怪の御ふるまひ有て、終に朧月夜の尚侍の故に須磨のうれへなどおはしける事をかきてみる人のいましめとせり。人として敬の一字を忘れては身のため家のためあぢきなかるべし。君子の管絃をた なむは礼楽とて国家をおさむるもとなれば也。和哥の道も同く国 風俗を正し士の才をえらびて治国平天下のたすけなるべきを、か て相如が文君をい み
（ママ）
しがごとく哥道も花鳥の使ひとのみ
なりゆくは敬なきが故也。此物語は全篇此心ば さしはさみて見る事、紫式部の本意とかや。
「敬の一字を忘れ」ないようにとの戒めが「紫式部の本意」であると記し、実際にそれを全篇にわたって詳述していく。
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たとえば、続く注記
2では、
此草子おもては好色妖艶のことわざをかきて、下には好色妖艶の人をそこなふことをいましめて、かみ一人よりしも万民までこゝに至て平生をあやまた れとの微意あり。
と好色によって、人生を誤ることの無いようにとの戒めであるとする。 『源氏物語』がむしろ好色を戒めているのだとする言説は珍しくないが 季吟の言及はそこにとどまらない。同じく桐壺巻の注記
4、源氏の袴着の場面では、
それにつけて世のそしりのみ
適子衆子品あるべき事のいましめなるべし。父母として適子より弟を愛して、兄にひとしからしむるためしまゝ有て、鄭の荘公の弟大叔段、母武姜の寵にのりて都城百雉に過たるも終にみだれのもとなりし。孤竹の君の二子のたがひにゆづりしたぐひ、我朝にも宇治のみこのごとき人はよにまれなるべきわざなれば父母たる人の心すべき所なるべし。
と、父母は兄弟の序列を違えるべきでないと き、葵巻の注記
62、車争いの場面では、
わかきものどもゑひ過立さはぎたるほどの事はえしたゝめあへず
下部に酒のまする事は心すること、昔も今も大切のいましめ也。
〔中略〕
夏の禹王の旨酒をうとみ給ひしを
はじめ、乱 及ぼさぬ孔子の御こと、まして飲酒の戒め、後の世までもいとおそろし。紫式部の微意浅からぬわざ也。
と飲酒の戒めについて説く。全体として教訓色が強く、教戒の対象は君臣、老若男女におよぶことには留意が必要であろう。とりわけて特定の人物にあてて記されたものではないと認められる。
六
　『湖月抄』とのかかわり
『八代集抄』と『八代集口訣』 、 『万葉拾穂抄』と『万葉集口訣』の場合は、板本に「口訣有」などと記され、口訣 対応することが知られている
）（（
（
。一方、 『湖月抄』と『微意』には、
成立時期に懸隔があることもあり、そのような対応関係は見られない。では、どのような関係にある か。以下、 『湖月抄』と『微意』との関係性 窺える注記 ついて検討したい。
若紫巻の注記
35では、以下の通り、 『細流抄』の説に言及
する。
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こんがうじのずゞの玉のさうぞくしたる
細流云、或人法隆寺に太子の念珠一連あり。彼寺の縁起にもみえたり〈云／々〉
。花鳥餘情には聖徳太子の
数珠の事いまだみ出し侍らずとの給へり。元禄七年七月十四日、法隆寺の古物を江戸にもて来て無縁寺にて見せたりしを、湖春とゝもにおがみにまうで侍るに金剛子のずゞ有て金銀瑠璃等の玉のさうろ
（ママ）
く
したり。即縁起にもあるよ 堂僧かたりし。細流の説、無
レ疑物なるべし。
しかし、 「細流云」とされる「太子の念珠」の注記は、実
際には『河海抄』 を出所とする記事であって、 『細流抄』や『明星抄』には見えず、他の注釈書においてもこの注記を抄』のものとすることはない。なぜこのような誤認が生じたかについては、 『湖月抄』の注記を参照すると明らかになる。『湖月抄』には、若紫巻の頭注「聖徳太子のくだらより」に、
〈細〉僧都引出物申さるゝ也。〈河〉本朝神仙伝を引て欽明天皇
ノ御宇
ニ聖徳太子六歳冬十
月
ニ自
二百済国
一経論律師禅師
比丘尼以下を始て種々の宝
	
」
20丁オ
を奉る〈云／々〉 。但
）（（
（
太子金剛子
ノ
念珠
ハ書伝以下
ニ無
二所見
一〈云／々〉 。
或人云法隆寺
ニ太子
ノ念珠
一連あり。又彼寺の縁起にも見えたり〈 ／々〉
。 〈花〉百済国より
金剛子のわた たる事は
〔中略〕
〈云／々〉 。但聖徳太子の数珠の事はいまだ見出し侍らず。さもありぬべくよりきたる事をばつくり ゛事にいひなす常
ノ事也
）（（
（
。
	
」
20丁ウ
（
20丁オ～ウ。改行を忠実に行った。 ）
とあり、 『細流抄』 『河海抄』 『花鳥余情』の順に記事が並べられている。この箇所の「河」の肩付を見落としたため 、本来『河海抄』の記事である 太子 念珠」の注記を、 『細流抄』の記事と誤認してしまったのだと考えられる
）（（
（
。
この事象は、季吟が伝授書である『微意』を執筆する際に、
板本『湖月抄』を参照していたことを意味する。仮に板本そのものでなく手控本などを参照していたとしても、参照した本と板本『湖月 とが、記事の並び順など、極めて近しい関係にあったことは疑いない。
また、初音巻冒頭の注記
197には、
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泯（ママ）
江入楚に或説云、玉かづらの巻の末十二月にきぬくば
りとて有し其明る正月也。二条六条院すみ分てさらためたる正月也〈云／々〉
。此説花鳥等の諸抄の様にかはり
て此巻を源氏君卅五歳といふに相かなへり。尤用ゆべし。猶湖月抄に委。
	
（ 『微意』中巻）
とあり、 『湖月抄』の対応箇所には、
〈花〉源氏卅六歳の正月の事をかけり。并の事、玉鬘の巻
ノ
翌ヨクネン
年
の事なれば竪の并也。 〈孟同〉 〈細〉竪の并也。
行幸
ノ卷まで月次に書て
行ユク
也。 〈愚按〉
抄に、玉鬘
ノ卷の
すゑ、十二月にきぬくばりとてあ し、其あくる正月なり。二条六条
ノ
院
住スミ
わきてさらためたる正月也といへる
説あり。是彼一説の義に同じ。いづれの御説とは分明ならねど、此説は此卷源氏卅五歳と云なるべし。
（初音巻、
1丁オ）
とある。なお、 『湖月抄』点線部「彼一説」は玉鬘巻冒頭に記される。そこでは年立の記述に、 「愚案」として
1丁ほど
の分量を費やして り、こ 注記 ついての季吟の思い入れの深さが窺え『微意』の傍線部に「猶湖月抄に委」とあるように、 『湖月抄』に記したことについては詳述を避けている。この箇所以
外にも『湖月抄』に記したことを省略する注記はしばしば現れる。当該箇所は季吟説に関わる事であるが、他書からの引用の場合も同様である。
このことは、季吟が執筆時に『湖月抄』を参照していたこ
とに加え、 『微意』を読む際には『湖月抄』 手元に置くことを想定してい ものと考えられよう。
また、前述の注記
197の波線部に『岷江入楚』の名が見える
ことには注意を要しよう 『微意』には『岷江入楚』の「或説」とあるのに対して、 『湖月抄』 では波線部のように 「抄」 となっていた。 『湖月抄』における 岷江入楚』利用 ついては、松本大氏の論考
）（（
（
が備わる。松本氏は注記の比較によって論証
されているが、 微意』の当該注記によって、季吟の『岷江入楚』利用が資料面からも証されることとなる。当該注記以外にもたとえば以下の注記に『岷江入楚』の名が見える。
位なき人はとてむもんの御なをし
公儀を恐給ふ礼儀なるべし。此巻仁義五常朋友の中らひ迄いへりと
泯（ママ）
江入楚にも云る可
レ
付
レ
心也。称名院
源氏物語を盛者必衰の心にて見よと也と孟津抄にいへるさる事にや。
	
（ 『微意』上巻、須磨巻、注記
93）
かうくちおしきにごりのすゑに
濁悪世にさばかりすゝぎ給ふほどすむべき水は有がた
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からんとなり。一たび夕霧ゆへにけがれ給へる雲ゐの雁の名はきよめがたからんと也。湖月抄には岷江入楚の儀を用ゆ。所好にしたがふべし。
（『微意』中巻、行幸巻、注記
243）
稿者はかつて板本『春曙抄』の修訂で『円機活法』の名が
抹消される事例を指摘したことがある
）（（
（
。その一方で、天理本
『埋木』に合綴される「誹諧会法」の「追考」には、 『円機活法』の名が明示されることも指摘した。その事例と同様に、板本『湖月抄』中には「抄」などとのみ記す『岷江入楚』について、伝授書『微意』中にはその名を記してい 。これらのことは、板本では全てを明らかにしなかった手の内を、伝授書にお はこだわりなく見せていること 示 といえよう。板本と伝授書での季吟の態度の差が窺える好例である。
なお、 『微意』には、 「私案」 「予案」として説を述べる箇
所がある。それは以下のように他 からの引用の後に自説述べる場合に限られ、自他の説を区別するため 処置である。
もてしづめすくよかなるうはべばかり
細流云、人は実法ばかりにても叶ぬ物也。花実を相兼ずしてはと也。 〈私案〉是夕霧をほめ給ふ詞也。人の教也。
	
（ 『微意』中巻、初音巻、注記
201）
七
　『源氏物語微意』という書名
最後に、書名にも用いられ、注記にもたびたび見える「微
意」 の語義について一言しておきたい。 「微意」 はたとえば 『大漢和辞典』には、 「 （ ）いささかの意 己の志の謙称。微志。微衷。
〔中略〕
（二）おく深い心。微妙の
心
）（（
（
」とある。前者は
山東京伝『青楼昼之世界錦之裏』附言の、
予われ
屡しば〳〵
妄みだり
の
著ちよじゆつ
述
をなし、
淫どうらくなこと
蕩
を
伝つた
ふるに
似
に
たれども、
必かならず
其その
戒を忘れず、
喜よろこび
怒いかり
哀かなしみ
楽たのしむ
の
人じんじやう
情
を述て、
勧ぜんにすゝめ
善
懲あくをこらす
悪
の
微すこしき
意
こゝろざし
あり
）（（
（
。
を、後者は伊藤仁斎『童子問』の、
註家聖人微意の在る所を知ず、乃前章に於ては之を解して曰、 『礼は中を得 ことを貴ぶ。奢るときは則過ぐ。倹なるときは則及ず。二の者皆礼に合はず』と。又後章を解して曰、 『奢倹倶に中 失す 已むことを得ずして時の幣を救ふなり』と
）（（
（
。
	
（巻の下、第二十六章）
を参考として挙げておこう。前述の注記
62には「紫式部の微
意浅からぬわざ也」とあった。ここでは「紫式部の」とあるからには前者の意ではあり得ない また、その他の箇所でも
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季吟が「微意」の主体となることはない。では後者かというと「浅からぬ」とある点が問題となる。他の注記でも、若紫巻の注記
36、
とよらのてらのにしなるや
弁の君此哥をうたふに鞍馬寺のよしあるのみにあらず、深き微意あり。
の傍線部のように、 「微意」には深浅があり得ることが記される。従って「おく深い心」と理解するこ には慎重であるべきである。また、特徴的な用例として、
人のくになどに侍る海山の有さま
すま明石の巻かくべき微意也
（ 『微意』上巻、若紫巻、注記
34）
つゝましきことなからん見付てしがな
〔中略〕
さて末摘花の君を書出んとての微意也。
（ 『微意』上巻、末摘花巻、注記
39）
色々の願はたし申べきよし御使して
水尾尽巻住吉詣有べき微意也。
（ 『微意』上巻、明石巻、注記
103）
などのように、 「書くべき」 「微意」 、 「有べき」 「微意」と、現在の「伏線」に近い意味で用いられているものが存在する。
これらのことを踏まえ、本文の用例を閲するに、本文中の
「微意」は「隠れた意図」の意で用いられていると見るべきではないだろうか。 「微」は 隠す」の義を有する。
しかし、一方で書名の『微意』の「微意」の語義について
は、別に一考の余地があるだろう。書名に謙辞を用いることは一般的であり、謙辞でもあり得る「微意」に季吟がそのを含めなかったとは断じえない。書名 限っては、 「源氏物語における
（紫式部の）
隠れた意図」と「源氏物語について
の
（季吟の）
微かな意志」
（謙辞）
の両義を認めることも可能
であろう。
終わりに
以上、本稿では「歌書伝受書」および『源氏物語微意』の
基礎的研究を行った。『微意』は『湖月抄』に比して先行諸注からの引用が少なく、季吟の源氏物語理解を察知するに格好の資料 ある。従来、季吟の学問については板本 記述 もって諸注集成の側面が強調されてきた。そのような理解についても再考を迫る資料といえよう。次稿では、季吟周辺の『源氏物語』関連書について、写本
類を中心に、個別具体的な調査報告と考察を行うこととする。
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注（１） 「歌書伝受書」全体に触れる研究として、野村貴次『北村季吟
の人と仕事』 （新典社、昭
52・
11） 、同『北村季吟古注釈集成解説
　
季吟本への道のり』 （新典社、昭
58・
3、北村季吟古註釈集成
別
1）が挙げられる。前者の「第三章
　
人と仕事」 、後者の「第
四章
　
継ぐべかりし人正立」に特に詳しい。
また、影印・解題は以下の資料に掲載されている。塗箱は前者
で確認できる。
・日本大学総合学術情報センター所蔵古典籍・貴重書資料展覧会実
施プロジェクト編『日本大学総合学術情報センター所蔵貴重書展　
書物が伝える日本の美――書写と印刷文化――』 （日本大学総
合学術情報センター、平
13・
10） 。
・古典籍資料目録編集委員会編『日本大学総合学術情報センター所
蔵
　
古典籍資料目録
5――歌書編（三）――』 （日本大学総合学
術情報センター、平
20・
3） 。
なお、塗箱は仕切板で左右に区切られている。寸法は蓋が縦三
七・八糎×横二六・二糎×高さ一五・〇糎、 箱 （内部） が縦二三・八糎×横一七・四糎×深さ一五・四糎であり、台座の高さが三・五糎である。
（２） 『教端抄』は、片桐洋一編『教端抄：初雁文庫本古今和歌集』
（新典社、昭
54・
11）に初雁文庫本の影印と片桐洋一氏の「解説」
が、 『古今拾穂抄』 （勉誠出版、平
20・
11、古今集注釈書影印叢刊）
に川上新一郎氏蔵本の影印と川上新一郎氏の「解説」が備わる。川上新一郎「北村季吟『古今拾穂抄』について――教端抄の成立――」 『斯道文庫論集』 （第
41輯、平
19・
2）も参照されたい。ま
た、島内景二「第Ⅱ章
　
六義園の心とは」 『柳沢吉保と江戸の夢』
（笠間書院、平
21・
8）にも日大本『教端抄』への言及がある。
以下に、日大本『教端抄』第七冊末尾に記される跋文を翻刻す
る。これは他の伝本には見えない記述である。
逍遊軒貞徳老人は源氏物語を
東九条殿稙通公
光院殿
に承りて孟津抄を書写
して奥書をも申給はり細川玄旨法印に哥の引直しをかうふり詠歌大概百人一首伊勢物語をも購読の席につらなり古今和歌集の清濁をも伝授仕りし人なれは其門人にくはゝりて詠歌大概は伊勢小町等の類なりといへる所の切紙をも伝はれり百人一首は五哥の秘訣伊勢物語は七ヶの大事まて問聞
　
源氏の
三ヶの大事も彼家の止観の説を伝授せし古今和歌集は清濁句読はこまやかに伝え蓮心院聞書栄雅抄なとまて伝へなから年齢いまた〈廿九歳〉四十歳に及はすとて三鳥三ヶ大事等はゆるされぬほとに八十六歳にてうせ侍りき霊瑞院権大僧都法印〈従高或号暫酔〉は東泰院大僧正〈光従〉の第二子なるに父君より和泉の堺のくえん う寺祐心坊か牡丹花老人 古今伝授を授けたりしを受伝はり七条道場の一華堂切臨に二条家流
　
議（ママ）
の諸家の説を聞冷泉家の儀をも伺ひ其抄物数巻をうつしと
り貞徳老人にも親
煮（ママ）
して江別長浜の大通寺を隠居のゝち高倉
の六角浅井氏の家にやとりて和歌誹諧を友にてあかしくらし給へりしにやつかれ二日閑話のつゐてに彼貞徳に伝えのこせしほとに老人に別侍し歎きを愁申せしかはいたくな侘そ我伝てんとの給ひて祇注一華抄其外諸家 抄物まて誰にか見せ伝ふへきとて こらす授け血脈相承まてにま とに浅からぬ情千尋にも限る からす其故に教端抄に師説とて書つる ともに貞徳口授の所もありおほくは此従高法印 説なりけり此法印水無瀬大納言に近きゆかり也万里小路大納言 もうと
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故にいとしたしかりし二条太閤〈康通公誹諧名千丸〉叔
父
にお
はしませは折々和哥誹諧連歌の会なと有し氷場の音羽川の辺に幽居の後はかやうの人々にもさして交はらす平生からやまとのふみをかた らさらぬものとし給ひて只やつかれをまつはしかたらひ給ひつる身の終りちかく覚え給ひし果にはひんかしの六条土手町といふ所にかくれかして仏のみなを事として年比の詠草三四冊有しをもか 浄弁か焼捨にける心高さをこひね ひてはふられなんひつきの中に随身せんと遺言してつゐに其ほい ことくとりをこなひ侍し適物のはし かき給ひつるうたよみかはせし詠草 の残りとゝま るか五六七首侍るをみるに今の世のさかりにこのみよむ人々の及 ぬ所になん有け おしむへ 〳〵いかに
透（ママ）
逸のあまた侍けん其好
める風体心はへは此抄の所々に古哥を注釈 給へる詞 末にてをしはかるへし流俗のたく に 侍 さるへし
この跋文は多くの情報を含むが、ここでは以下の三点を指摘し
ておきたい。
一点目は、季吟 貞徳から『源氏物語』の「三ヶの大事」を伝
授され いたと うことである。 『湖月抄』 「凡例」に「此物語の口伝等再聞し侍し」とある「口伝等」は、具体的には「三ヶの大事」を含むことが判明する。
二点目は、 『教端抄』に記す「師説」の多くは従高の説である
ということである。片桐氏は前掲「解説」で、 「季吟が最も重んじ、みずからの解釈を支える大きな柱にしたのは 〔中略〕 宗祇説と、 「貞徳云……」とか「師云……」という形で引かれていた松永貞徳の説」と述べられるが、 「師説 は多く従高の説 ため、再考の余地がある。
三点目は、季吟が古今伝授は四十歳まで許されないと理解して
いたということである。榎坂浩尚氏は「湖春研究」 『北村季吟論考』（新典社、平
8・
6）で、
湖春が古今伝授を父から受けたのは、
古今和歌集伝授一十之式目令違背者左之誓文之罰歴前可罷蒙者也敬白誓戒文梵天帝釈四大天王惣而日本国中六十余州大小神祇別而住吉玉津鳴両所大明神天満神等神罰冥罰深厚可罷蒙者也貞享〈丁／卯〉歳四月十八日
北村湖春
北村季吟様
とある通り、これは江戸に召される二年前のことである。季吟の子息として、歌学により強い志向をもっておれば、もっと早く古今伝授を受けていた筈である
	
（
97頁）
と述べ、 「湖春には、季吟ほどの歌学への執心は見られ」 （
84頁）
ないことの証左とされた。しかし、湖春の生年は慶安元年（一六四八）が有力と考えられ、貞享四年（一六八七）には四十歳である。湖春が四十歳になるや否や 古今伝授を行っているのであり、むしろ歌学への志は強かったと考えられ、ことは全く逆転するのである。
（３）辻勝美・那須陽一郎「日本大学所蔵『十如是和歌集』につい
て――翻刻紹介・付初句索引――」 （ 『語文』 （日本大 ） 、第
123輯、
平
17・
12）に『十如是和歌集』の翻刻・解題が備わる。
（４）山岸徳平編『八代集全註
　
第一・二巻』 （有精堂出版、昭
35・
7）に「枕草子春曙抄口訣」を除いた『八代集口訣』の翻刻と山
岸氏の解説が、新古今集古注集成の会編『新古今集古注集成
　
近
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世旧注編
3』 （笠間書院、平
12・
2）に「新古今和歌集口訣」 「新
古今集口訣追加」の翻刻と青木賢豪氏の解題が、野村貴次『北村季吟の人と仕事』 （
444～
447頁）に「枕草子春曙抄口訣」の翻刻が
備わる。
（５） 『新勅撰和歌集口実』については、野村貴次「第三章
　
人と仕
事
　
第二節
　
献上と『新勅撰和歌集口実』 」 『北村季吟の人と仕事』
に詳しい。また、関連する論考として、那須陽一郎「 『訳和和歌集』享受の様相――『新勅撰和歌集口実』を中心として――」 『日本大学大学院国文学専攻論集』第
2号、平
17・
9）がある。
（６）所蔵番号：〇一―一四。原本閲覧停止中のため、実物は未見。
宮川葉子『柳澤家の古典学（下）―文芸の諸相と環境―』 （青簡舎、平
24・
2）に翻刻・解題が備わる。以下、切紙の呼称は宮川氏に
従う。また、国文学研究資料館がマイクロフィルム マイクロ請求記号：
350-1-8-E
）を所蔵している。
（７） 『古今集并歌書品々御伝受御書付』の塗箱は以下の図録や柳沢
文庫の図録で確認できる。
・滋賀県立琵琶湖文化館編『特別展
　
北村季吟』 （昭
53・
5、近江
先覚者シリーズ⑥） 、 （白黒）
・銅鐸博物館（野洲町立歴史民俗資料館）編『町制四十周年記念特
別展図録
　
北村季吟――俳諧・和歌・古典の師――』 （平
7・
10） 、
（白黒、
37頁）
・野洲市歴史民俗博物館（銅鐸博物館） 野洲市誕生記念企画展
図録
　
北村季吟――没後三〇〇年記念展――』 （平
17・
4） 、 （口
絵・カラー、
（7）頁、白黒、
31頁）
また、 『楽只堂年録
　
第三』 （八木書店、平
26・
6、史料纂集古
記録編）の口絵にもカラー写真が掲載されている。
（８）季吟周辺の古今伝授については、日下幸男『近世古今伝授史
の研究
　
地下篇』 （新典社、平
10・
10）に詳しい。
（９）以下、 『楽只堂年録』の引用は、 『楽只堂年録
　
第三』 （八木書
店、平
26・
6、史料纂集古記録編）に拠る。
（
10）平沼文庫、請求記号：二一〇五九。写本。列帖装。横本。縦一〇・〇糎×横一九・五糎。墨付丁数
12丁。
8丁オに、季吟から
朱線を引き、以下の人々に伝授したことが示される。
　
湖春〈貞享四年四月十八日〉
　
正立〈元禄二年十二月十九日〉
（稿者注： 「二年」以降を一度消しているか。 ）
五之丸様〈元禄五年三月五日〉 （稿者注：一字台頭）　
吉保〈元禄十三年九月二十七日／松平美濃守〉
　
直重〈元禄十四年九月五日／黒田豊前守〉
（稿者注：黒田直邦のこと。 ）
　
湖元〈宝永元年四月六日〉
　
季任〈同年同月同日〉
また、直前に『古今集并歌書品々御伝受御書付』の「師伝之血
脈二通」と同様の血脈も記されている。その貞徳の項目に「貞徳ハ非直伝／箱伝受也」とあることは「師伝之血脈二通」と 大きな差違といえよう。 「師伝之血脈二通」 には同様の記述はない。 「師伝之血脈二通」の「女説口伝」の裏書に「世上ニ箱伝授ニモ血脈ナケレハ真実之古今伝受トハ云ヘカラスト師伝也」とあることを併せ考えると、季吟の配慮を読み取ることも出来よう。
なお、正立の項については、本資料の
5丁ウに「三鳥之口伝」
の奥書として、 「右以師伝之趣授与正立生者也。明十日東行／節依無寸隙而使正立生書写以加奥書／而已／元禄二年十 月九日
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北村季吟〈朱印〉 」とある通り、元禄二年十二月九日に伝えら
れたとみられる。文字を消した跡があり、意図は不明であるが、何者かによる修正が加えられたものとみるべきである。
さらに、黒田直邦への古今伝授が元禄十四年九月五日に行われ
たことが本資料によって知られる。 『楽只堂年録』によると、吉保は元禄十三年八月十五日に「詩歌の会」 （季吟・北村湖元 参会） 、元禄十四年同月同日 も「詩歌の会」 （季吟・正立・湖元、参会） 、元禄十五年同月同日には「和歌の会」 （季吟・湖元、参会）を開催している。吉保は元禄十二年以前の同月同日には詩歌に関わる会を開催しておらず、 「詩歌（和歌） 会」の開催は吉保への古今伝授が元禄十三年九 二十七 行われたことと軌を一にしている。黒田直邦は古今伝授を受けた後の元禄十五年 「和歌の会」で初めて参会しており、これもまた古今伝授と無縁ではあるまい。なお、正立は元禄十五年八月二十一日に没した。『北村季任聞書』の詳細については、他にも季吟研究上、重要な記述があるため、別稿を期 たい。
（
11）宮川葉子氏は『楽只堂年録』の記事と併せ、 「七月十二日に、吉保は季吟から新たに四箇条の切紙講釈を受け 季吟の切紙を借りて書写、十六日に季吟の認証を得た」 （注（６）掲出書、
90頁）
と推定する。
（
12）冊数の面から見ると、十月の年紀を有するものが
9冊、十一
月のものが
9冊、不明
1冊となり、冊数はほぼ半分ずつに分かれ
るが、墨付丁数では十月分が八五八丁、十一月分が一三〇〇丁であり、そ 差は大きい。また、再度の古今伝授の記事が『楽只堂年録』の七月十二日条にあることにより、そこから起算すると十月分はおよそ
3ヶ月で
9冊（八五八丁） 、後者は
1ヶ月で
9冊（一
三〇〇丁）の書写を行ったことになり、不自然である。別に要因を求めるべきであろう。
（
13） 「五之丸様」 （五丸様）が瑞春院（お伝の方）であることは、川上氏が注（２）掲出書「解説」で指摘している。 『楽只堂年録』にも「五之丸様」と記される。
（
14）林述斎『新訂寛政重修諸家譜
　
第
18』 （続群書類従完成会、昭
40・
12） 、巻第千二百十八。
（
15）注（
10）の通り、綱吉の名は見えない。従来、綱吉の記録で
ある『常憲院殿御実紀』に古今伝授の記事がないことが指摘されているが、綱吉に古今伝授 行っていないとすると、この問題は解決する。
（
16）他にも、本書冒頭の「古今和歌集伝受制法 が、従高自筆とみられる無窮会蔵 古今和歌集伝受制法』 （平沼文庫
　
請求記号：
一〇七五四）と一致することや、本書に記され 「誓戒文」が湖春の「誓戒文」の文章と一致することによっても、本書 信頼性の高さが窺える。
（
17）野村貴次『北村季吟の人と仕事』 「第三章
　
人と仕事
　
第一節
　
伝授と『源氏物語微意』 」 、初出「季吟の傳授観――晩年の歌書
一二による試論――」 （ 『国語と国文学』 、昭
49・
10） 。
（
18） 他に、 野村貴次 『北村季吟古注釈集成解説
　
季吟本への道のり』
「第四章
　
継ぐべかりし人正立、Ⅰ
　
川越少将と正立翁」におい
ても、若干触れられる。
（
19）早稲田大学図書館蔵、請求記号：チ
06	03890	0029	0002 。
（
20）野村貴次『北村季吟の人と仕事』 、
456頁。
（
21） 『八代集抄』については山岸徳平編『八代集全註
　
第一・二巻』
「解説」に、 『万葉拾穂抄』については野村貴次『北村季吟の人と
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仕事』 「第二章
　
仕事
　
第四節『万葉拾穂抄』 」に指摘がある。た
だし、野村氏の指摘は日大本を用いてのものではない。
（
22）欠損のため、人偏のみ見える。 『河海抄』により補う。
（
23） 『湖月抄』の引用に際しては、 『源氏物語湖月抄』 （新典社、昭52・
7～
53・
7、北村季吟古註釈集成
7～
17）を用いた。同書の
底本は早印本ではあるが、一部に野村氏の操作が加わるため、他の伝本も適宜参照し、異同のないことを確認している。
（
24） 『岷江入楚』の「僧都引出物を申さるゝ也」の注記は、 「秘」の肩付で項目の末尾にあるため、 『岷江入楚』での「河」の肩付の脱落等は想定する必要がない。
（
25）松本大「 湖月抄』の注記編集方法――『岷江入楚』利用と『河海抄』引用について――」 （ 『詞林』第
54号、平
25・
10） 。
（
26）拙稿「 『枕草子春曙抄』における類書の利用とその隠匿―― 円機活法』 『事文類聚』を中心に――」 （ 『詞林』
51号、平
24・
4） 。
（
27）諸橋轍次『大漢和辞典』 （大修館書店、昭
32・
3。修訂第二版、
平元・
7） 、巻四、
911頁。
（
28）寛政三年（一七九一）刊。 『洒落本大成
　
第十六巻』 （中央公
論社、昭
57・
5） 。
（
29）宝永四年刊。当該章は元禄六年成立とみられる。 『近世思想家文集』 （岩波書店、昭
41・
6、日本古典文学大系
97） 。
※引用に際して、割書・小書・肩付は〈〉で、改行は／で示
した。字体は通行のものに改め、濁点や句読点、訓点を適宜附した。 『源氏物語微意』の注記は翻刻の通し番号 所在を示
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『古今集并歌書品々御伝受之書』奥書一覧【凡例】
一、底本の翻刻に際しては、可能な限り原文のままとする
ことを原則とし、改行・清濁・誤字・脱字などに操作を加えることはしていない。ただし、字体は適宜通行のものに改めた。
一、丁移りの際には、行末に「」Ｘ丁オ
（もしくはウ）
」と、
丁数と丁の表裏を示した。
一、その他、備考を「 （） 」で、書写者を【】で示した。
【翻刻】『教端抄』第一冊
　
巻末
第一巻奥書　
元禄六年正月廿二日始述作之三月六日書畢
	
湖春
」
140丁オ
第二巻奥　
元禄六年四月二日書畢
	
湖春
元禄十年九月五日染筆而霜月十五終此一巻
	
季吟
元禄十四年辛巳二月社日書向南亭梅花下
	
再昌院法印
」
140丁ウ
【以上、書写者筆】
『教端抄』第八冊
　
141丁オ
　
仮名序末尾
元禄十四 〈辛巳〉 年十二月廿七日寒梅映雪閑窓下書之 〈墨付七十一枚〉
	
」
141丁オ
【以上、書写者筆】
『教端抄』第八冊
　
巻末
元禄十五年〈壬午〉正月上元日終書写之功今日故湖春忌月也	
再昌院法印季吟七十九歳
朱印有
」
175丁オ
	
【以上、書写者筆】
古今教端抄者雖家伝之奥秘而子孫之外堅固不免他見今也川越少将殿此道之数奇深切以懇望不浅不堪其厚志之感而終応其需者也仍加奥書畢元禄十五年十一月十八日
　
再昌院法印（朱丸印・七松）
」
175丁ウ
【以上、季吟筆】
『十如是和歌集』巻末
元禄元年十月五日依冷泉中将〈為綱朝臣〉御所望抄出于新玉津嶋菊籬下畢
　
仙洞御月次
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和歌冷泉中将出題即此十首之題也依之令考之去三日被仰渡於今出河之亭者
	
」
24丁オ
也〈彼本陸奥紙小本〉
	
北村季吟
（半行空）
元禄二年正月十五日依清水谷黄門〈実葉卿〉御所望之旨重馳禿筆於新玉津嶋之梅花下聊有前後損益者也〈此本蝋地鳥子八半之小本〉同年閏正月六日
	
七松処士
【以上、書写者筆】
（半行空）
依川越少将殿御懇望奉免書写矣元禄十五年十一月十八日
	
再昌院法印（朱丸印・七松）
」
24丁ウ
【以上、季吟筆】
『八代集口訣』
30丁ウ
（新古今和歌集口訣の後、新古今集口訣追加の前）
右八色抄之内註口訣之処々為後学好事者筆之畢不可有外見耳元禄十年閏二月時正日
　　
北村法眼季吟
	
」
30丁ウ
【以上、書写者筆】
『八代集口訣』巻末
雖私家之深秘依懇情不浅而不堪感心奉免御書写矣
元禄十五年陽月十四日法印季吟（朱丸印・七松）河越少将殿
	
」
40丁ウ
【以上、季吟筆】
『新勅撰和歌集口実』第四冊
　
巻末
新勅撰集者京極中納言之和歌骨髄実二条家之正風体而此道之学者不可有不知不可有常不握翫者也固茲不顧浅才之不堪老眼〈 〉不明以妄加註解染禿毫而遺子孫之教矣今也奉感御執学不斜以免御書写而已元禄十五年陽月十四日
　
再昌院法印〈七十八歳〉 （朱方
印・向南）河越少将殿
	
」
127丁ウ
【以上、季吟筆】
『万葉集口訣』
20丁オ
（秘訣の後、 「定家卿玄旨……
〔桐火桶に関する言及〕 」
の前）
右二十一ヶ条万葉拾穂抄之秘訣也為伝執学之人別所令抄出也此内久米之若子弱女 惑玉
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勝間者可為此抄三箇乃大事而已貞享四年正月十三日書新玉津島月下
　　
季吟
	
」
20丁オ
【以上、書写者筆】
『万葉集口訣』巻末
貞享四〈卯〉年上元日
　　　　
新玉津島寓居士
【以上、書写者筆】
（一行空）
不堪厚志奉感不浅而不残深秘者也
元禄十五年十月十 日
　
再昌院法印（朱方印・向南）
川越少将殿
	
」
23丁ウ
【以上、季吟筆】
『詠歌大概拾穂抄』巻末
右詠哥大概拾穂抄以相伝之師説所註也不軽有漏脱歟貞享二年臘月六日染筆於新玉津島庵下　　　　　　　　　　　　　　　
季吟
【以上、書写者筆】
（一行空）
不残師伝之秘説奉授与河越少将殿畢	
法印季吟（朱丸印・七松） 」
144丁ウ
【以上、季吟筆】
『源氏物語微意』第三冊
　
90丁ウ～
91丁オ
（夢浮橋の後、 「源氏物語日本紀准拠」の前）
元禄七年八月十五日向南月下染筆而同年十月廿五日北野影前終功畢	
法眼季吟
	
」
90丁ウ
元禄八年六月三日重而清書之
	
」
91丁オ
【以上、書写者筆】
『源氏物語微意』第三冊
　
巻末
元禄乙亥林鐘初六染筆於近水亭而欲伝児孫不可有外見者也
（一行空）
同十一日校合畢
	
七松子
【以上、書写者筆】
雖私家伝不出窓外依御執学不浅奉免御書写者也元禄十五年小春吉祥
　
季吟法印（朱方印・向南）
川越少将殿
	
」
104丁オ
【以上、季吟筆】
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日本大学総合学術情報センター蔵『源氏物語微意
　
上』翻刻
【凡例】
一、底本には日本大学総合学術情報センター蔵、北村季吟『源氏物語微意
　
上』
（請求記号：
911.104/K
i.68/17 ）
を用い
た。
一、底本の翻刻に際しては、可能な限り原文のままとする
ことを原則とし、改行・清濁・誤字・脱字などに操作を加えることはしていない。ただし、字体は適宜通行のものに改め、意の通じない箇所には「 （ママ） 」と傍記した。
一、丁移りの際には、行末に「」Ｘ丁オ
（もしくはウ）
」と、
丁数と丁の表裏を示した。
一、 『源氏物語』の巻が変わる箇所 は、行頭に丸括弧囲
み数字で巻次を示した。巻名が注記同様、一字下げで記されており、注記に紛れ易いための処置である。また注記ごとに通し番号 付 、行頭に示した。これらの番号は上・中・下巻を通して用い 。
一、その他、備考を「 （） 」で示した。
【翻刻】（遊紙
1丁）
光源氏物語はむらさきの色このみなる女手のあとなからこと
は美をつくしこゝろ善つくしてわかやまとみことうたの道の人々これをみさらんことをはちおもへりたゝ此道のたつき するのみにあらすやすみしる君とひととの心しらひたらちねのおや
	
」
1丁オ
子のむつましみいもせの山のたゝすまひ友ふねの行かふ道を教ゆるゆへよしもいと浅からす へてこゝのへの大宮所に今もむ しのひしりの御代 ならは 猶のこりてえんにうるはしきみやひあるも此物かたりの世にとゝ りてもてはやさるゝゆへとかやさ
	
」
1丁ウ
れは此国の至宝これにすきたる物あらしとそ桃花のさかりなるふみのはしにもしるしおはしましき其いたれるくまをきはめんことは石山のきれはいよいよかたくあふけは よ〳〵たかき所なからやつかれ七そちにあまるよはひまてに八たひのかう
	
」
2丁オ
せちをとけて人にとひ人にこたへ
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つゝわつかにくうつきにたるしるしはかりみやつかへいそかはしきいとまにふんてをはしらしめて源氏物語の微意とな けて鐘愛の児孫にあたへむとならしふかき窓の中にひめを しめてひろきよにさし出すへくもあらぬ物なれは
	
」
2丁ウ
をろかにいやしきはゝ をもしゐてかへりみおもふへき あらすなん
	
」
3丁オ
（白紙）
	
」
3丁ウ
源氏物語微意（1）　
桐壺
1此巻にて光源氏生れ給へり此君は桐壺の帝のみこにて容貌閑雅に文学のさえ高く和哥管絃の道もすくれ給へれと好色にすき給ひさま〳〵奇怪の御ふるまひ有て終に朧月夜の尚侍 故に須磨の
	
」
4丁オ
うれへなとおはしける事をかきてみる人のいましめとせり人として敬の一字を忘れては身のため家のためあちきなかるへ 君子の管絃
をたしなむは礼楽とて国家をおさむるもとなれは也和哥の道も同く国の風俗を正し士の才をえらひて治国平天下のたすけなるへきをか
	
」
4丁ウ
へりて相如か文君をいとみ
（ママ）
しかこと
く哥道も花鳥の使ひ のみ りゆくは敬なきか故也此物語は全篇此心はせをさしはさみて見る事紫式部の本意とかや2やう〳〵あめのしたにもあちきなう
此草子おもては好色妖艶のことわさをかきて下には好色妖艶の人
	
」
5丁オ
をそこなふことをいましめてかみ一人よりしも万民まてこゝに至て平生をあやまたされ の微意あり桐壺の帝さ 賢王なりしたに好色に よはせ給ひては人のそしりをもえ憚らせ給はす上達部殿上人の目にふれあまねく天下の歎きとなりて
	
」
5丁ウ
五十年太平の天子なりし唐帝も蜀にみゆきの難に はせ給へりつる楊貴妃のためしもひき出
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つへしと書て世々のいましめをたれて万人これをつゝしむへき心はへをしめし侍るにや此物語をよみたる人のおもふへき所なるへし
3其うらみましてやらんかたなし
	
」
6丁オ
天子は民の父母に 仁愛をのみたれさせ給ひ内に恨みの女なく外にうらみの男なくこそおはしますへけ かくそゝろ 色 好ませ給ひてあまたさるましき人のそしり恨みをおはせ給ふ事を書しるしてみる人のいましめと 侍にやすへて尊貴の大人にはまの
	
」
6丁ウ
あたり諫言をいれかたき物也たとひ義臣有て ゐて折檻をなし奉るとても機嫌あしき時は其かひなき事おほ されはかやうの物語ゑさう なとにて何となくいましめをきみる人みつ ら発明せんことを微意にてかける るへし
4それにつけて世のそしりのみ
	
」
7丁オ
適子衆子品あるへき事のいま
しめなるへし父母として適子より弟を愛して兄にひとしからしむるた しまゝ有て鄭の荘公の弟大叔段母武姜の寵にのりて都城百雉に過たるも終にみたれ もとなり 孤竹の君の二子のたかひにゆつりし
	
」
7丁ウ
たくひ我朝にも宇治のみこのことき人はよにまれな へきわさなれは父母たる人心すへき所なるへし
5其としの夏みやすん所はかなきこゝちにわつらひて
此巻の最初に此更衣のう
	
」
8丁オ
せ給ふ事をかけるは此物語 本意人間の生者必滅会者定離の理をしらしめんためなるへしたゝ紅顔の世路に みほこりて白骨となりゆく習ひを忘る人のいましめなるへし
6ひとのそねみふかくやすからぬ事おほく
君の寵あれは必人の妬みあり
	
」
8丁ウ
其寵にほこらはいかてか恨みも
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ふかくつもりて終によこさまのつみにもあたり身をもうしなひ侍らさらんまことに宮つかへ人の心すへき所なるへし桐壺更衣はさやうに寵にほこる心もみえす心はせのなたらかにめやすくにくみかたかりし人とかけ
	
」
9丁オ
且又人からの哀に情有し御心をうへの女房なとも恋忍ひあへりとみえたりそれすらかくそねみふかゝりきされは君の寵にあひぬる人はわきて身をへりくたり人に情あるへき心 へを物ことにさきとすへし
7こきてんには久しう上の御局にもまう
	
」
9丁ウ
のほり給はす月の面白きに夜更るまて遊ひをそし給ふなるいと冷しう物しときこしめす
弘徽殿の女御は右大臣の御むすめ一宮の御母なりし威勢にほこり給ふ故に君上 かゝる御歎きある折節にしも月をめて管絃なとし給ひつゝ事 もあらすおほしけち
	
」
10丁オ
てもてなし給へる事いとあちきなくまさなし君かく物しときこしめし諫ませ給へる故に終に人よりさきに参り給ひ東宮の母女御なりしかと藤壺に后宮を引こされ給へりし万人すへてわか権威にほこるましとのいましめなるへし是彼紅葉賀巻にて藤壺きさきにゐた
	
」
10丁ウ
まへるゆへ 微意なりとそ
8此御ことにふれたることにはたうりをもうしなはせ給ひ
天下に君としてはたはふれ も道理をうしなはせ給はん事あるましきとの教なるへしされ周の成王の桐葉をもて唐叔虞を封し給ひし戯れをも周公旦
	
」
11丁オ
天子に戯言なしとて終に唐叔虞をまことに封せしめ給へりは道理をうしなふま きためなるへし然とも好色の故にはおほく道理をうしなふたくひ此桐壺の帝にかきらす其ためし今古すくなからす一人貪戻なれは一国
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乱をおこすとかや上一人道理を失
	
」
11丁ウ
はせ給はゝ下万人いかてかみたれさるへからん れ好色の物語にて好色を戒る微意ある事を知へし
9かよひてみえ給ふもにけなからすなんなと聞えつけ給へれはおさなき心ちにもはかなき花紅葉につけてもこゝろさしをみえ奉りこよなう心よせ
帝此御ゆるしまし〳〵ける故にかく
	
」
12丁オ
心よせし給ひて終にたかひの心はせを通し給ひつゝまさなき事の侍しことを書て後代に男女の中はおさな とても其心はへあるへきいましめ たれたるなり此藤壺にかく心よせの故に嫡妻葵上をも御中そは〳〵しかりし夫婦の和せさるは人倫の大本あち
	
」
12丁ウ
きなくみたれて家もとゝのほらす忠孝の道もそこなはれ侍へし此巻の末に心のうちにはたゝ藤つほの御有さまをたくひなしと思ひ聞えておほいと ゝ君は心につかすおほえ給ふよしをかけりこゝ
ろをつけてあちはひつゝゆるかせにみるましき所なり
	
」
13丁オ
（2）　
帚木巻
10すへてにきはゝしきによるへきなゝりとてわらひ給ふをこと人のいはんやうに心え 仰らるゝとて中将 くむ
所詮とめるによるへきとの給へる詞をとかめにくめる也人の詞はつゝしむへきわさな ことに貴人若き御方な は心あるへきわさな
	
」
13丁ウ
へし此中将は時の左大臣の長男ことに宮はらなれは光君にもおさおさをとりまいらせしといとむ心下に絶すゐんふたきゑ合せなとの勝負をもあらそひ給へり うへはなたらか て下 此心をふくめりし末々まての心はへ此にくめる心にこもり侍る や心を付て見侍へし
	
」
14丁オ
11もとの品時よのおほえうちあひやむことなきあたりの
此品定めに左馬の頭 申すへは光君本妻の葵上に御心とまらすそは〳〵しくおはします事を
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あちきなく思ひていかにもして御心を改めて本台に心をとゝめさせまいらせまほしき心にて申す
	
」
14丁ウ
と心を付てみ侍るへし前後其心をふくめりと見え侍り此段も其下心にていひ出しとしるへしもとの品も高く時代の覚えも有てやことなき人の内々のも なしをくれしなとこそはいふかひなか め本の品高きに時よ 覚えもうちあひてすくれたらんはさるへき
	
」
15丁オ
事なれは更に珍しき事 もあらぬといふは畢竟葵上のありさまをいへり然とも光君頭君の前にてはあまりにけやけく聞ゆへきにつきて何かしか及ふへほとならねはかみかかみはうちをき侍るとて申さしたるさまなり諸抄にはもてなしのをくれたる
	
」
15丁ウ
女三宮にあたるといひうちあひてすくれたらん いへるを薄雲女院にあたるとはかり註し給ひ は此左馬頭か本意をよく見得たりと
はみえ侍らす若又態秘して抄のおもてにはしるさぬにもや侍けん此微意を心得すしては此品定めの精神なきかことくなるへし
	
」
16丁オ
12いてやかみのしなとおもふにたにかたけなるよをと君はおほすへし
かの左馬頭あまりけやけきを憚りて申しさして葎 門に思ひのほかに心とまる事あり父兄なと顔にくけなれといたく思ひあかりて捨かたき式部か妹の事なと左馬頭かをよふへきほとのことに申まきら
	
」
16丁ウ
はすといへと光君はやかて葵上の御事と聞知給ひける御有 まを何となくこゝにかく書たる也物語の書さまの優美言語同断にや
13おほかたのよにつけてみるにはとかなきもわか物とうちたのむへきをえらはんにおほかるなかにもえなん思ひさたむましかりけり
	
」
17丁オ
此段は大体女といふ物の十分心にかなふはなけれは少々の事は見ゆるしいひたすけて相そ へき事
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をいはんとてまつ我物と思ひ定めん人は有かたき事をいひいてゝおのこの世のかためとなるへきも有かたけれと諸司百官たかひにたすけられて事広き
	
」
17丁ウ
にゆつりあふたとへをいひて人の妻を必しもわか思ふにかなはねと見初し契りを捨かたくして思ひ定むへき事をいへり是も葵上のおほしめすに叶はすとも初めよりみなれ給ひし御中也ことに其御身のほとも光君の好逑ひにておはすれはおほしさたむへき心
	
」
18丁オ
をいへりさて此草子をみん人 も其心を教るなるへし次の詞に偏に物まめやかに閑なる心の趣きならんよるへをそつゐの頼み所には思ひをくへかりける
云
　
　
々すこ
しをくれたるかたあらんをもあなかち 求くはへしうしろやすくのとけき所 につよくは
	
」
18丁ウ
うはへの情はをのつからもてつけつへきわさをやなといへる此
段の肝心なるへし是を細流等の抄にも葵上に当ると注せられしもとより左馬頭か本意ならんかし
14君のうちねふりて詞ませ給はぬ
葵上を御心にとゝめ給はぬ故此左
	
」
19丁オ
馬頭等の詞の御心に叶はぬさま也
15りんしのもてあそひもの
時々うち語ふ人のたとへなるへし
16うるはしき人 てうとのかさり
麗ウルハシキ （ママ）
きはみたりならす正しき心也
是本妻のたとへをいふ也
17ほうらいのやまあらうみの
時にあたりてけしきはむみるめの
	
」
19丁ウ
情のたとへなるへし次の手跡のたとへのてんなかにはしりかきなといへるもおなし
18猶しちになんよりける
前の三のたとへも皆実なるにはしかしとの心をいひ 大か の女うへをしちな を肝心と教てまことは光君に葵上こそまめ人
	
」
20丁オ
おはしませは御心をとゝめさせまいら
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せまほしき心を左馬頭のいへる也其故に奥のおほいとのゝ方へまかて給所にも大形の気色人のけはひもけさやかにけ高く乱たる所ましらす猶是こそは彼人々の捨かたく取出しまめ人には頼れぬへ れとおほすと有
19さることゝはおほすへかめり
	
」
20丁ウ
左馬頭の諷詞によりて光君も自得し給へる心也善人と居るときは芝蘭の室に入かことし久しうして其かうはしきことを知る 家語にいへるまことなるへし
20かけかねをこゝろみにひきあけ給へれは
女のふしとなとのをろそかならんは必此あやまちい きぬへき心の教成へし
	
」
21丁オ
21たゝひとりいとさゝやかにて
女房のかたはらにはめのとにもあれおとなしき女なとを置て寝 しといましめに只一人ふしたるあやまちをかきてみせたる也後の方違の所にわた殿に中将といひしか局 かくれかにうつろひぬと有又人々さけすをさへさせてなんと聞えさ
	
」
21丁ウ
せよともあり空蝉の君此寝所無沙汰なりし事ひとりふしたるあやまちを悔てさすかに貞女なれは其心したる有さまをかきて人のをしへとせり
22をろかならすちきりなくさめ給ふ事おほかるへし
　
関屋の巻にて伊与介
うせて後空蝉尼に成し時まゝ子の紀伊守情なかりしに光君二条院
	
」
22丁オ
に空蝉をはくゝみ置て閑にあらせ給ひしも此時の御契約のをろらさりし故とみえたり草子のかきさま丁寧なる物ならし
（3）　
空蝉巻
23まきるへき木丁なともあつけれはにやうちかけていとよくみいれらる
炎天なとゝても女のありかは人に
	
」
22丁ウ
よく見いれらるゝやうにはあるましく用心すへきをしへをかける へし
24かほなともさしむかひたらん人なとにもわさとみゆましうもてなしたりてつきやせ〳〵としていたうひき くしためり今一人は東むきにてのこり所 くみゆ
女の身さまのいましめなるへし空蝉
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のかくつゝしめると軒端の荻の用意
	
」
23丁オ
なきをくらへてかきて軒端の荻は顔形も空蝉よりまされりとみえなから猶すこし品をくれたりと光君にみえまいらせし恥かしきわさなるへし果して空蝉は此つゝしみの心有て光君の忍ひ入給へるにもよく聞つけてやをらすへり出たり軒端の荻は此用意なかりし故によくまとろみていと覚え
	
」
23丁ウ
す浅ましかりつる有さままことに女の心すへき事のいましめな へしさ 空蝉は此心つかひの心にくかりし故末々まて光君の御心さしをろかな さりしに軒端の萩はにくしとはなけれと御心とまるへき故も き心ちしてと有御せうそこもなかりしこ 用意なきに見おとしあなつりおほし
	
」
24丁オ
めしたるさまならんかしすへて男も女もつゝしみを忘る きことなるへし夕顔巻にも今一かたはぬしつよくなるともかはらすうちとけぬへくみえ さまな を頼みてと く聞給へと御心もうこかすそ有け
かけり人にあなつらるゝとあなつられぬはたゝわれからのしわさなるへし
	
」
24丁ウ
25猶かゝるありきはかろ〳〵しくあやうかりけりといよ〳〵おほしこりぬへし
貴人としてかゝる忍ひありきはあるましき事とのいましめにかけるなるへし前に此子もおさなきをいかならんとおほせ さのみもおほしのとむましかりけれはと有悪行とはみつからも りおそれ
	
」
25丁オ
なから好色につゝしみを忘ておほしのとめぬあやまりの末に只今此あやうきめ 逢給ひてかかるありきはかろ〳〵しく大人あるましき事とおほしこりぬへとかける実理をしめす詞なるへし後代にも大人のみにあらす誰にても くみつから心よ らぬ
	
」
25丁ウ
ふるまひ わさはよ はしるましき物をと思ふあやまりに身のつゝしみを忘て如此のわさし給はゝ終にかくおほしこ ゝうきめあらんとの心と るへし
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君子は独をつゝしみて閑居の所にても不善のふるまひをなさすみつからこゝろよくする故に
	
」
26丁オ
心もひろく体 ゆたかなりとかやもとより悪行をなさ れはおそるへき事もなくましてこるゝ後悔 なし大人は猶かくあらまほし
（4）　
夕顔巻
26はか〳〵しくも申侍らず
此夕顔上は頭中将の帚木にて
	
」
26丁ウ
かたり給ひし床夏也かの四君より情なき事ともをいはせておどしける故に忍ひてにけかくれてしはし此五条にやとり給へりされはこゝにても四君への憚 て夕顔上とは人にしらせしとて只我とちと人にはみせて人々も 隠せしゆへ其たゝちを惟光にも有
	
」
27丁オ
のまゝにはいはぬなりさつきの比ほひよりと侍るもかの長雨晴まなき比 品定めの時分なるへし
27けにこれこそなのめならぬかたわなめ
るれイ
とむまのかみのいさめおほし出て善人にふるゝしるしに光君もかくおほし出るにて悪友をさけ益友にのみましはるへき心をしめ
	
」
27丁ウ
す詞也花鳥餘情云雨○
夜
の物語は
好色のいさめなれはおほし出たるなりいつくの と慥にはみえさ や
云
　
　
々
28女はいと物をあまりなるまておほししめたる御心さまにて
　
六条御息所の
かく執ねき本性にて夕顔上葵上紫上女三宮なとに生霊死霊なり給ひし其あらましをかける也
	
」
28丁オ
29おほやけことにそ聞えなす
中将われにけさうし給へるにはしなさす御息所に御心とまらて朝霧の晴をまたて御出あるといひなす也宮使へ人の心つかひを教る也
30人はすくなくてさふらふ限りは皆ねたり
奉公人の旅寝の折の用意を教へかつまた大人のあまりなるやつれ
	
」
28丁ウ
姿には必あやまちあり後悔のことあるへきいましめなるへし
31かいさくり給ふにいきもせす
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こゝにて夕顔上うせ給ふ事人間の愛別離苦のことはりをしめしさとらしむる也
32わかはか〳〵しくは
若き主君なとのあるましき御ふる
	
」
29丁オ
まひあらは忠臣有ていさめ奉り道理をのへて御心つけ申やうにあるへきをたゝにをもねりしたかひつゝ終に主君にもかゝるうきめをみせ申われもかく悔み侍るとも何のかひかはあらんかねて心すへしとのおしへなり
33猶かく人しれぬことはくるしかりけり
	
」
29丁ウ
とおほし知ぬらんかし
　
此猶かくといふ
と空蝉巻に猶かゝるありきといふと同意の文法也好色の道は国中間道の人しれぬ事なれはおほく 人こゝにおゐてつゝしみを忘れてあるは不善 わさ不義のふるまひをもなすとはいへと終には身のため人ため無益の苦患になるよしのい
	
」
30丁オ
しめ也是此物語の微意なるへし
（5）　
若紫巻
34人のくになとに侍る海山の有さま
すま明石の巻かくへき微意也
35こんかうしのすゝの玉のさうそくしたる
細流云或人法隆寺に太子の念珠一連あり彼寺の縁起にもみえたり云
　
　
々花鳥餘情には聖徳太子の数
	
」
30丁ウ
珠の事いまたみ出し侍らすとの給へ元禄七年七月十四日法隆寺の古物を江戸にもて来て無縁 にて見せたりしを湖春とゝもにおかみにまうて侍るに金剛子のすゝ有て金銀瑠璃等の玉のさうろ
（ママ）
くし
たり即縁起にもあるよし堂僧かたりし細流の説無疑物なるへし
	
」
31丁オ
36とよらのてらのにしなるや
弁の君此哥をうたふに鞍馬寺よしあるのみにあらす深き微意あり光君に皆心よせの君達なれは御位にもと思ふこゝろをこめたり其故は続日本紀卅一巻云光仁天皇嘗カツテ
龍リウ
潜セン
之時童謡
ニ曰
ク葛カツラキノ
城寺
乃ノ前マヘ
在ナル
也ヤ豊トヨラノ
浦寺
乃西ニシ
在ナル
也ヤ於ヲ
志シ
ト止ド度 刀ト
	
」
31丁ウ
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志シ
ト止ド度 桜井
尓白シラ
璧タマ
シツ之豆クヤ久也
好マシラタマ
璧
之豆久也
於志
止度刀志
止度然シカ
為セ
波バ国クニ
曽ゾ昌サカ
ユハ由波ヤ
　
也
五家
ラ良ソ曽 昌サカ
ユル由流也
　
　
於志
止度刀志
止度
于時井上
ノ内親王為
タリ
レ妃ミメ
識モノシル
者モノ
以ヲモヘ
為ラク
井
ハ則内親王
ノ之
―名白
シラ
璧タマハ
為タリ
二天
皇
ノ之
諱イミナ
一蓋
シ天皇登
―極
ノ之
徴シルシ
也
これは光仁天皇は天智天皇の御孫施基皇子の御子にて久しく諸
	
」
32丁オ
臣にてうつもれおはしましけれと聖武天皇にさるへき皇子なかりしゆへ孝謙天皇女帝にて崩御のゝちおもひかけす六十三歳にて御即位ま 〳〵ける其嘉瑞の童謡なれは光君に祝儀せられし也此義河海花鳥弄花細流等の諸抄にももらせる
	
」
32丁ウ
処なり
37うへのおほつかなかり歎き聞え給ふ御けしきもいとおしう見奉りなからかゝる折たにと心もあくかれ
心のつゝしみを忘れて偏に私心にまかせ侍らはまこと
にせすといふ事もなくかやうにあちきなく成ぬへき
	
」
33丁オ
物そと人にみせしらする心なるへし或人問云人のいましめとするとならはいかてか聖賢のふるまひ節婦の貞操をかきてこそあらめあやなき妖艶不義のわさをかきて好色のな たち なす事如何答云聖賢の詞貞女 は
	
」
33丁ウ
旧記に既に書顕して誰も見聞侍りぬ今此草子には態好色のかたうとく成てうへにはそのたよりなるやうにて下にいましめをふくめてをのつから善にみちひくならし春秋史記なとにもさま〳〵 不義のわさともを書伝て勧善懲悪せられし
	
」
34丁オ
是亦好色の媒といはゝ可なら
（ママ）
や
たとへは此物語のさまは巽与の言のよく人をよろこはしめて微意をふくめしたくひとしるへし
38女は心やはらかなるなんよき
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紫上はしめに此をしへをうけ給て終に此物語の女の本に成給へり諸抄にひく所の陰は柔順にして陽
	
」
34丁ウ
にしたかふといへるは周易のことはり也又後漢書に陽は剛をもて徳とし
　
陽（ママ）
は柔をもて用とす男は強を
もて貴としとし女は弱をもて美とす等の本語もみな其儀なるへし
（6）　
末摘花巻
39つゝましきことなからん見付てしかな
	
」
35丁オ
葵上六条御息所なとはこと〳〵しき覚え有て親はらからなともあり世の聞えを思ひなとつゝましき事ありてむつかしきにかの夕顔上はさやうのこと〳〵しき覚えもなくらうたけにやはら にて相あふにもつゝましき遠慮もいらさりし人也其人をこ すまに
	
」
35丁ウ
忘れかたうおほす故に につゝましき事なからん女 いか見つけんとねかひ給ふ也さて末摘花の君を書出んとての微意也
40やつれたる御ありきはかる〳〵しき事も出来なんとをし返しいさめ奉る
大人の微行をいさむる詞也たゝ頭中将の源氏を諫る詞と計は不可思
	
」
36丁オ
41親はらからのもてあつかひ恨るもなう心やすからん人は中〳〵らうたかるへき
前にいとらうたけならん人のつゝましき事なからんみつけてしかなとある首尾なり光君夕顔上を忘れかたくして末摘花を尋ね出給へるは前後此ねかひ有し故也扨興言をかける作物語の趣向奇妙也
	
」
36丁ウ
42けにしなにもよらぬわさなりけり
帚木巻品定に今はたゝ なにもよらしなといへる詞を思ひ出てけにと光君思ひあたり給ふ心也但ここの心は人は只身のもてなし用意専要なる教なるへしたとへは学さるときは公卿の子も庶人となると勧学文にいへるもをの
	
」
37丁オ
つから同意なるをしへにや
43あやしきことの侍るを
此段も亦興言なから身に応せぬ
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贈物なとせんは見苦かるへき事のいましめ也貧き者は貨財をもて礼とせすと礼記にいへる思合す し
（7）　
紅葉賀巻
44人のみかとまておほしやれる御きさ
	
」
37丁ウ
き詞のかねてもとほゝえまれて
ひとのみかとは異朝をいへり藤壺の御おほえ此時既に春宮の女御に立まさりて后かねにおは し有さましられたる体也果して此巻の末にて立后の御事あり物かたりの作りさま優美にや
45例のうるはしうよそほしき
	
」
38丁オ
葵上の有さまをいふには必うるはしうとかけり礼節たゝしき まなり内に貞操有て外に此行粧をのつからある実の本台のさまを教ゆるこゝろなるへし
46何ことかは此人のあかぬ所は物 給ふわか心のあまりけしからぬすさひにかく恨みられ奉るそかしとおほししら
	
」
38丁ウ
光君の心にも葵上のかたちありさまに不足はあらねとあまりけしか
らぬ私意にひかれてとみつからおもひしり給ふよに好色の人なへて此けしからぬすさ にてはてには身をそこな 国家をうしなふことのいましめなるへしみつからけしからぬ悪行としらは早くあやまりを
	
」
39丁オ
改めさるをろかさよ
47みやの御心のをにゝいとくるしう
わかあやまりをみつ ら知てそらおそろしくおほゆるを心のをにといふ也かく心にあやまつ事あれはおそるましき人にを れ恥ましき所にはちて顔かたちもゆた ならすかやうにては何のたのしみかはあらん平生
	
」
39丁ウ
つゝしみて心にこゝろよか ぬ なけれは誰におそれたれにかはち侍らんさてこそ花鳥風月もまことに愛すへく鉦鼓管籥も誠に楽むへけれあたら后の御位にて一念の御あやまりの故に御心のをに身を呵責し奉る事を書しるして貴きも賤きもつゝしむへ
	
」
40丁オ
きことはりをしめし るなるへ
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48中将のきみおもての色かはる心ちしておそろしうもかたしけなくも
　
是も
心のあやまりにうれしくもめてたくもおほゆへきことをかへりておそれ給ふことのあちきなさをかきしるしてわつかのほとのみそかことに一生の身のつゝかを忘る
	
」
40丁ウ
るおろ さをしめす物なる し
49えゑしもはてすうつくしう
女のしふねきは人にに さをまさらせて益なきわさなるを紫上怨しはて給はぬ本性をほめてかくかき 人を教ゆる也かつ又紫上おさなくおはすよりかやうにうらな にくけなき心なり
	
」
41丁オ
しさま後々まて猶有かたき山口しるきさまなるへし
50物けなかりしほとをおふな〳〵かくものしたる心を
　
此勅言有かた
き御いさめ也光君こそ好色にふける御くせにて心ゆかぬけしきなりけるよしを書侍れ世上の人はよく〳〵思惟すへき所なるへし
	
」
41丁ウ
51みかと御としねひさせ給ひぬれとかやうのかたはえすくさせ給はす
父帝色を重くし給へは光君亦好色にふけりておやのおやといふはかりなる源内侍をもかゝるたはふれ有しとの心をかきて上一人の御しわさ下万人のもととなる事をいへりとしるへし
	
」
42丁オ
52としいたう老たる内侍のすけ
此内侍のすけのふるまひ此物語の興言に書てすへて老女にもあれ老翁にもあれ生得婬欲にふける人よ おほからん年齢似あはぬことは人のあさ り世の笑草にな 事なへて源内侍のたくひなるへしつゝしみ
	
」
42丁ウ
たしなむへきの教なるへし
53我としりてことさらにする也けりとおこになりぬ
若きほとは血気さかんにてかりの左礼わさにもあやうきことをかへりみすかく太刀ぬきなとす事ありをこかましくかる〳〵しく
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短慮なるしわさ必つゝしみ思ふ
	
」
43丁オ
へしとのいましめにかけり始めはたはふれ事と思へとおりにより相手の心によりてひくにひ れぬ事になることもあるへ 武士の中にては必事となりぬへくさらすは狂気の沙汰になりなんとかくに後悔のもとゝなる き也たと当座にはことゝならても終に意趣
	
」
43丁ウ
のたねともならん可慎可恐
54七月にそきさきゐ給ふめりし
桐壺巻に更衣の御愁傷の比こきてんの女御ことにもあらすもてけちてもてなし御遊ひなとし給ひしを帝物しときこしめしし其ゆく
（ママ）
ゑかく后宮を藤
壺に引こされしさま也亦慎思へ
	
」
44丁オ
きことゝも也
（8）　
花宴巻
55御心のうちなりけんこといかてもりにけん
　
心のうちなる事は人しれぬ
事とおもへと微よりあらはなるはなく隠よりあきらかなるはな
されは一念のうへにも悪事悪行をおもふへからすとのいましめをふく
	
」
44丁ウ
めし詞也君子は独を慎むことはりをおもふへし天しる地しる我しる汝しるともいへり悪行をなして人しらしと思ふ事はまことにをろかな 人の わ 也
56かたらふへきとくちもさしてけれは
藤壺の御かたの掟正 きさま
57こきてんのほそとのにた より
	
」
45丁オ
給へれは三のくちあきたり
悪后の御かたの心つかひのをろかにて終に内侍のかみのあやまちいてきたりしを藤つほにくらへかきて人のいましめをかけり
58ふと袖をとらへ給ふ
女の御身に よるひとりありき給ひしあやま を書てみせたる也
	
」
45丁ウ
女は燭をとらてはよるありかすしたにつとめて道ゆかす道の露おほけれ なり いへりし故実を忘るへからす光君もかやうにて世の中のあやまちはするそかしと
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おほしなからわか心をあさむきてかく此女君に逢給ひて終には此人ゆへに須磨のうらみに身を
	
」
46丁オ
さすらへ給へりわれあやうしとおもはんわさは早くやむへきとのいましめなるへし
59御かうしともあけわたして人々いてゐたり袖くちなとたうかのおりおほえてことさらめきもて出 るをふさはしからすまつ藤壺わたりをおほし出らる
もて出てをこり花やかなる事を
	
」
46丁ウ
このむましきいまし 前にかたらふへき戸口もさしてといへると三の口あきたるなとくらへかきたる首尾なるへし
（9）　
葵巻
60心のすさひにまかせてかくすきわさするはいと世のもときおひぬへきこと也
心に敬の一字をかて私欲に
	
」
47丁オ
まかせて好色のふるまひすましきよしの御いましめ也此物語おもてには好色を書て下にはい しめたりし心是ら 詞にて知へし
61かゝる事を聞給ふにもあさかほの姫君はいかて人に似しとふかうおほせは
高きも賤きも光君に心をうつさぬはあらぬに朝顔の君は
	
」
47丁ウ
其かろ〳〵しき人なみにはあらしとおほして一生難面てやみ給へり貞節と淫嬖とは心をたつるとたてぬにあるをしへなるへし
62わかきものともゑひ過立さはきたるほとの事はえしたゝめあへす
下部に酒のまする事は心すること昔も今も大切のいましめ也
	
」
48丁オ
花宴巻にも酔心ちやたゝならさりけんと有高きもくたれるも酒の失世に其ためし同々にあり夏の禹王の旨酒をうとみ給ひしをはしめ乱に及ほさぬ孔子の御ことまして飲酒の戒め後の世まてもいとおそろし紫式部の微意浅か ぬわさ也
	
」
48丁ウ
63大将殿をそかうけには思ひ聞ゆらん
葵上も大将の北方にあらすやいかて御息所にしもかくはのゝしるらん猶
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 73 ―
又こゝに大将の御事をかけていふへきわさなりやはかやうのすちなき悪口も酔過たるゆへ よしに書なして酒の失をいましむるならん
64つゐに御車ともたてつゝけつれは
	
」
49丁オ
ひとたまひのおくにをしやられて
あふひの上の只今の威勢によりて他のそしり恨みをもかへりみ給はさりししわさかへりて御身のあと成て終に御息所の霊気の愁にあひ給へる事を世々いましめにしるしてみせたる也
65みつからはさしもおほさ
（ママ）
らめれとか
	
」
49丁ウ
かるなからひは情かはすへき物ともおほいたらぬ御心をきてにしたかひてつき〳〵よ ぬ人のせさせたるならん
かゝる中らひとは本妻と思 人との中の妬みあるへき中也かやうの中には猶おとなしやかに情をかはして紫上の明石上花散里なとへの心つ ひのやうにあらま
	
」
50丁オ
ほしき物なるへし御心掟にしたかひてといふは下々の悪行雑言
は主君の下知とにはあらねと平生の主君の心むけにしたかふ物なれは其とかをのつから主君にものかれかたかるへしかねて身を正しくして仁義を心さして下人をも制し随かはすへき教也
	
」
50丁ウ
66はかなかりし所の車あらそひに人の御心のうこきにけるをかの殿にはさまてもおほ よらさりけり
細流弄花等の抄にも人の恨むへき所をかへりみさるは悪き事也惣して権門のかたには不肖の方の恨ある はしらさる物也かやうの所を心をつくへしと云
リ	
」
51丁オ
もしおもはすに下人なとの主を豪家に思ひて不肖の方へあちきなきふるまひをなした 事もしは同輩の人に対してもよからぬわさせし事あらは事によりてみつから其方へゆきむかひ又は人をつかはして わかしらさりしことはりをのへつゝよくいひ慰
	
」
51丁ウ
めて其下人をあるはをひうち
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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るはからめてもつみの軽重にしたかひてをこなふへし是今の世の定れ 時宜とかや
67大殿には御ものゝけめきて
みそき川のあらかりし瀬にいとゝよろついとうくおほしいられたりと書はてゝ其つゝきに葵上の御
	
」
52丁オ
物のけのさまを書出たるは彼恨のゆへとしらせん微意あるにや
68大殿には御物のけいたくおこりて
是はか 浅みにやの贈答ありおほろけにてや此御返りをみつから聞えさせぬとの事有ていとゝ光君をおもふ心も切に葵上 妬さもまさりしより御息所の霊
	
」
52丁ウ
気いたくおこり給 さまのかきさま也前には只御物のけめきてとかきこゝにはいたく こりてとかく筆力あさからぬ物なるへし
69とのゝうち人すくなにしめやかなるほとに俄に例の御むねをせきあけ
油断のほとに物のけの取いれたる也是権門のふる ひの失
	
」
53丁オ
をしめし世のむくひある事ををそるへきのいましめ也かつ又盛者必衰会者定離のことはりをしめして菩提の縁となし侍るにや
70ほのめかし給へるけしきを心のをにゝしるく見給てされはよとおほすもいといみし
霊に入給へる事を源氏に見知給へりと御息所の心の鬼に思ひ
	
」
53丁ウ
あはせ給へる誠に面目もなき御事なるへし此斎宮に同道して伊勢に下向の基なり猶榊巻に委
71女君はさらにおき給はぬあしたあり
葵上の御在世に さすかに紫上の新枕はなかりし也うせ給て後此事有て其人ともよ しられ給はて物けなきやうなりとて父
	
」
54丁オ
宮にもしらせまいらせ給はんとおほしなりたるは野合なから本台の分にとおほす心あれはなるへし其おもむきに書なせる筆勢こまやかなる物なるへし
（10）　
榊巻
72そのゝちしもかきたえあさましき御心
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 75 ―
はへをみ給ふにまことにうしとおほすこ
	
」
54丁ウ
とこそ有けめとしりはて給ぬれはよろつの哀 おほし捨てひたみちに出たち給ふ
　
葵巻に心をくらん
ほとそはかなきとほのめかし給へるけしきなりし事の恥かしくいみしきに京に 留りかたく思給ふ也
73院の御なやみ神無月になりては
桐壺の帝此巻 て崩御也
	
」
55丁オ
うき世の生老病死は帝王ものかれましまさぬことはりを示す物也但仙院なとにて此物語を講せんにはこゝより御位をさらせ給ふといふはかりこそあれといふまてをよみ侍 くや
74おほやけの御うしろみをせさせんと
此明石巻におほやけ 御後見を
	
」
55丁ウ
しよをまつりこつへき人をおほしめくらすに此源氏のかくしつ 給ふ事いとあたらしうなとい る所の微意にて桐壺巻におほやけ 御う ろをするなんゆくすゑもたのもしうなと有し所の首尾なり
75おほきさきもまいり給はんとするを中宮のかくそひおはするに御心をかれ
	
」
56丁オ
ておほしやすらふほとに
弘徽殿は桐壺帝の御とちめにもあひ奉り給はぬさま也かの桐壺の巻に事にもあらすおほしけちてもてなし給ふをいとす しく物しときこしめすなとあり弘徽殿の御いきをひにほこ ひて帝との御中もうるは からさりし下心
	
」
56丁ウ
有て終に其御ありさまも首尾よからぬさまにか なせる文勢奇妙にや
76おほちおとゝいときうにさかなう
寛順大度の器にあらさりしさま也此おとゝ学問もさしてこのみ給はすをこりほしいまゝなる本性におはしけれと幸にこきてんの
	
」
57丁オ
父朱雀院の外祖の故に世の政をとりをこなひ給ふさまなり
77いとしのひてかよはし給ふことは猶おなしさまなるへし
朧月夜の尚侍貞節の心なく
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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帝の寵をかうふりなからあるましき御事なり光君も此人によりて一旦左遷し給へり帚木巻に
	
」
57丁ウ
何かしかいやしきいさめにてすきたはめらん女には心 せ給へあやまりて見ん人のかたく ゝる名をもたてつへき物也と左馬頭のいましめよろつの教にわ るへし
78こひめきみをひきよきて此大将の君に聞えつけ給ひし御心を
桐壺巻に葵上 春宮より御
	
」
58丁オ
けしき有けるをおほしたゆたふことありけるは此君に奉らんの御心也けりと有て
（ママ）
ことなり
此宿意を悪后の忘給 ぬゆへさま〳〵世のさは なりて終に御身のためもよからさりし世人旧悪をおもふましき いましめ成へし
79こあまうへの御いのりのしるしと
	
」
58丁ウ
仏神に信心あるへき事の世人の教なるへし明石 入道のと玉かつら尚侍の初瀬 うて光君のさ
（ママ）
まにて住吉へ御祈願
なとみないちしるきしるし有さまをかきたる心をつけ侍るへし
80かやうの事につけてももてはなれつれなき人の御心をかつはめて
	
」
59丁オ
たしと思ひ聞え給ふ物から
すきたはめる朧月夜にか くななる名をなかし給はん するから藤壺のつれなき御心を感し給ふ也かの左馬頭のいましめを誰もおもふへしとの微意にや
81おほしいたらぬことなくの れ給ふを
朧月夜の遠慮おはしまさゝ
	
」
59丁ウ
りしにあはせて藤壺の御心深かりけるさまをかけり院おはしまさぬ世には其憚も くをのつからあこきの網のたひかさなるへけれは必うき名世になかれて光君のためわか御ためことには春宮の御ためまてあちき るへきに く色々に
	
」
60丁オ
のかれ給ひて終 此後御対面なかりし故世の聞えを一生の れて過し給へる事を書て世人に
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 77 ―
も見知せたる心なるへし
82そむきなんことをおほしとるに
藤壺よの常のさまにておはしませは光君の心さしやますやまぬにしたかひ給はゝうき名あちき
	
」
60丁ウ
なかるへししたかひ給はすは光君もし難面にうむして道心なと らんに又春宮の御う ろみなくてあちきなからんとにかくによの常にては有かたき御身なれは入道せさせ給はんと思ひとり給へる しこき女心のさまを書て世人に思ひとるへきときはおも るわさそ
	
」
61丁オ
と見ならはすためなるへし前大后のあるまし 事にの給ふなる御位をもさりなんと漸々おほしなると書て戚夫人のことなとおもひあはせ給ひて御身をうとましうたゝよのつねにては過しかたき物に思ひ て発心をおほしとり さまにかき
	
」
61丁ウ
なせる哀をつくせる文章にや
83六十巻といふふみよみ給ひおほつか
なきところ〳〵とかせなとして
光君おさなきよりわさとの御学問はさる物にて万の事をまなひきはめ給ひ世をまつりこたんにもおさ〳〵憚りあるましと故院もの給ふほとなれは治国平
	
」
62丁オ
天下の道のまなひ おほつかなかるまし其上に只今よに用られ給はす閑寂 ほと 天台の六十巻をもよみ給ふまことの世のかためなるへき器におはしける有さま也亦人の教なるへし
84文の道のおほつかなくおほしめさるる事ともなととはせ給て
	
」
62丁ウ
朱雀院も春宮におはせしより才すくれさせ給へるよし花宴巻にみえたり然るに光君に猶とはせ給ふは光君の広才のさまの書さま也天下を治め給ふ君も臣も学問を御心にかけさせ給ふへしとの教にかける や宮殿のうちに富貴を極めおはしま 御身
	
」
63丁オ
はたゝ栄花 のみほこり極楽
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 78 ―
にのみかゝつらひて学問に御身をくるしめおはします事はこのませ給はぬ事なるへし然とも文 なくてはおこりをのみきはめて民の愁へ国のそこなは ゝをもしらせ給ふましく 尭舜の道に疎く桀紂か暴に近きわさ れは也
	
」
63丁ウ
85白虹日をつらぬけり太子おちたり
是冷泉院東宮にておはしますを太子丹になそらへ光君を荊軻にたとへし此詞に光君を讒しみかと かたむけんとし給ふにしなすへき悪后の心かまへみえ侍る書さま也
86いつこにもけふは物悲しうおほさるゝほとにて御返あり
	
」
64丁オ
常には藤壺の光君へ御返事なきことしられたる心なり
87又いたつらに とま有けなる かせとも
此詞にて朱雀院のおほちおとゝまつりこち給ふ世には学文はやらさりけるさま也紀伝明経等の博士いた らに隙なりしなるへし
88文王の子武王のおとうと
	
」
64丁ウ
光君を周公にもなそらへてかきたるよし諸抄にいへるは是らの詞須磨巻なとによりて也又須磨明石の巻に風雨雷電をかきて周公旦の東都におはせしに准してかくへき微意なるへし
89例のめつらしき隙なるをと聞えかはし給てわりなきさまにてよな〳〵対面し給
	
」
65丁オ
好色にふける人はしめは人めをも憚後の聞えをもつゝしめともつのりては其憚つゝしみを忘 度かさなりもてゆくに終に身をほろほすにいたる事をいましめんとて此尚侍の有さまはかけりとしるへし
（11）　
花散里巻
90いかなるにつけても御心のいとまなく
	
」
65丁ウ
あたなる心に任て思ひ人おほくかゝつらふ人 却て身の苦しみなる事を書て好色を戒めたり
（12）　
須磨巻
91いちはやきよのいとおそろしう侍る也
悪后父おとゝの御心きうにおはしける事有し首尾也悪后仁愛
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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なき心に任給ふ世の有さまをいへる也
	
」
66丁オ
是亦政道のいましめを書なるへし
92たゝかく思ひかけぬつみにあたり侍るも思給へあはする事の一ふしになん
藤壺と密通の恐なるへし此次に院の御陵にて有し御面影さやかにみえ給へるそゝろ寒き程なりとかくへき微意也光君更生の恐れなりし心はへをかけ 可付
	
」
66丁ウ
93位なき人はとてむもんの御なをし
公儀を 給ふ礼儀なる し此巻仁義五常朋友の中らひ迄い りと
　
泯（ママ）
江入楚にも云る可付心也称名院
源氏物語を盛者必衰の心にて見よと也と孟津抄にいへるさる事にや先源氏君の御有さま偏に盛者必衰也頭中将すまへおはせしは朋友
	
」
67丁オ
の中らひの有かたきさま也此御いたはりにかゝらぬ人なく御徳を悦はぬやは有しなといへる光君の仁なるへし恩賜の御衣を身にはなさす朱雀院の御ことを忘給はす帝も源氏の御
事を其人のなきこそさう〳〵しけれなとの給ひし事須磨へ
	
」
67丁ウ
御供の惟光義清右近のそうなとの事ともは君臣の義あるなるへし其外こと〳〵くいふに及はす此巻 さまにみえたり
94あこの御すくせにて覚ぬ事の有也
明石の入道夢を頼む ありかつ又住吉に立願有て明石上のよき縁をねかふに其願成就の時
	
」
68丁オ
至ると悦ふさま也若紫より若菜巻等皆其心を ける物語の筆法奇
（ママ）
也若菜巻
ニ
かゝる願
（ママ）
有てあなかちには望
しなりけりよこさまにいみしきめを見た よひしも此人ひとりのためにこそ有けれと光君思ひあはせ給へる事其首尾也
	
」
68丁ウ
（13）　
明石巻
95猶これよりふかき山をもとめてや
すまの巻に此すまゐたへかたくおほしなる事を終りに書て山居をやせましなといひと か
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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くにさま〳〵此浦に住うき事の侍るは神のしわさにて明石へおはしまさせんためとみゆ故院
	
」
69丁オ
の御夢にみえさせ給ふ所にも住吉の神のみちひき給ふまゝにはや船出して此浦を りねとの給はするも其心なり
96いぬるつゐたちのゆめに
これも住吉の示現なるへ
97月日のひかりを手にえ奉りたる
入道の明石上をまうけし時の
	
」
69丁ウ
夢に月日を手にさゝけしと見し事若菜
上巻にありこれ
光君に明石上をあはせ奉て明石の中宮をまうけ其みこに春宮あるへき瑞夢也然るにとし比の所願かなひて今光君のおはしますにすてに其瑞夢のしる ある心をいふへき
	
」
70丁オ
ためなり日 天子の象月は后の象なれはなり
98せきへたゝりては
須磨はむかし関所 れは也
99みかとの御夢に院の帝おまへの御はしのもとにわたらせ給て
前に源氏の夢にもかゝるつゐてにたいりにそうすへきこ
	
」
70丁ウ
とあるによりてなんと桐壺の帝の給ひし首尾な
100源氏の御ことゝもなりけんかし
榊巻に桐壺帝の御遺詔に大将の御事侍つる世 かはらす大小の事を隔てす何事も御後見とおほせと朱雀院へ仰せられ又其心たかへさせ給なと哀なる
	
」
71丁オ
御ゆいこん もおほかりとあり帝は光君を此御遺言のことくにおほしめせとも悪后のしわさあちきなくおはせしに母君 御事をさすかに背か 給はぬゆへ故院の御遺詔にをのつからたかはせ給へは御けしきあしうてにらみ給ひなとせしなるへしいま
	
」
71丁ウ
源氏の御事ともなり んかしと草子地にいふは其心を云也
101きさきに聞えさせ給けれは
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
― 81 ―
これらの詞にて源氏の解官は帝の御心ならす悪后のはからひなることをし する詞也此次に后かたういさめ給ふにおほし ゝかるなといへるも其心也榊巻 も
	
」
72丁オ
帝は院の御遺言たかえす哀
ニ
おほしたれととあり母后おほちおとゝとり〳〵にし給ふ事はえそむき給はす世の政御心にかなはぬやうなりとあり
102おほやけの御うしろみをし世をまつりこつへき人をおほしめくらすに
榊巻桐壺帝の御遺詔の首尾
	
」
72丁ウ
也ことには桐壺巻おほ けの御うしろみとなるなん行末もたのもしき事 おほしていよ〳〵みち〳〵のさえをならはし給ふとありし首尾なるへし
103色々の願はたし申へきよし御使して
水尾尽巻住吉詣有へ 微意也
104十五夜の月おもしろふ静なるに
	
」
73丁オ
昔の事かきく
（ママ）
つしおほし出られて
須磨巻八月十五夜の所の殿上
御あそひ恋しくなと有し所に其夜うへのいとなつかしう昔物語なとし給ひし さまなと有し其時の事を朱雀院もおほし出らるゝ成へし
（14）　
泠標巻
105物思ひしられ給ふまゝになとて我心の
	
」
73丁ウ
若くいはけなきにまかせて
さしも好色なりし朧月夜尚侍も年たけて物思ひ知給ふては若かりしほとの わさを後悔 給へり世上のわかき人々かねて此事を覚語
（ママ）
　
してわかけに任せたるふるまひせされとの微意なるへし
106御国ゆつりの事にはかなれは
	
」
74丁オ
かねて御沙汰あらは悪后必さまたけ給へきによりてとくおほをきたる事なれと忍ひこめさせ給ふ事をこめたる詞なるへし
107太政大臣になり給ふ
令云太政大臣一人師範一人儀形四海
云
　
　
々有徳の人をえらひて任
せらるゝ官なり
	
」
74丁ウ
108わかきみの御めのとたちさらぬ人々も
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年比のほとまかてちらさりけるは
零落のほとをみとゝけたるに恩賞ある也君臣の中にかきらす夫婦朋友の間にも心短くたのもしけなくはあるましき事とのいましめとしるへし
109此ほとすくしてむかへてんとおほし
	
」
75丁オ
東院いそきつくらすへきよし催し
此院明石上をゝき給はんの心か へなりしとみゆ然とも明石上は母の古郷大井に在しにうつろひ給ひけれは此院には花散里住給ふ也
110忍ひまきれておはしまいたり
此乳母さすかに宰相のむすめなれはたゝに明石浦にはおもむくまし
	
」
75丁ウ
くやと光君おほしてみつからおはして其人からをもみ給ひかつは猶豫すらん心をも取定め給はんためなるへし伊尹か湯王につかへ諸葛か三顧に答しためし おもふへし
111つのくにまては舟にてそれよりあなたは馬にていそきつきぬ
津の国よりも舟にてもゆくへ
	
」
76丁オ
けれと波上をおほつかなくおほす心なるへし是も姫君を大切におほしめす故なるへし
112はらたちなし給ふ
紫上の物えんし給へるさまをいふ也すへて女の嫉妬はさまあしくにくけなる物なるを中〳〵愛敬つきてはらたちなし給ふ
	
」
76丁ウ
と也帚木巻
ニすへて万の事な
たらかにえんすへきことをは見しれるさまにほのめかし恨へからふしをもにくからすかすめなさはそれにつけても哀まさりぬへしといへる女はよく思ふへき事にや
113あた〳〵しきすちなとうたかはしき御心はへにはあらす
	
」
77丁オ
花ちるさとは顔かたちはよからねと貞節にて長閑なる心はへなれは紫上明石上なとのなみに六条院の四町 も夏の御かたとて夕霧の養母なとにておはしける女は貞節をもとゝすへくの やかなる心はへなるへき教
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なるへし美目かたちは次とすへし
	
」
77丁ウ
114中〳〵いとおしけなるを人もやすからす聞えけり
一旦の威勢にほこりて因果の理をもわきまへ給はぬをそしり申せし詞也世人のいましめ也
115おかしきことも物の哀も人からこそあへけれ
遊女のよしめきあへるも光君の
	
」
78丁オ
風流にはかなはす て御心とゝめ給はすうとみ御覧したる心也上達部といへと遊女にめとゝめ給ふをそしりて光君の好色第一にてかくある事をほめたる詞なり高きもいや きも是にまよふことのをろかさをいましめたりしに心をつくへし
	
」
78丁ウ
（15）　
蓬生巻
116いけるよにしかなこりなきわさはいかゝせん
父母の旧宅をかろ〳〵しく人にはなちやり給はぬをほめし詞也
117なき人の御ほいたかはんか哀なる事との給ひてさるわさはせさせ給はす
父母のしをき給へる調度を沽却せんことを悲しきことにし給ふさま
	
」
79丁オ
也さるわさとは売給ふ事を云也此二段末摘花の貞心にてまつしくても親の家財をかろくせぬ御心さまをかきて此心より源氏を待給ひて他にうつる心もましまさす終に時節を待得給へる事をかきて世人の教をかく也世のあさはかなるひとのあたなるわさに
	
」
79丁ウ
貨財をついやしては は父母の古物を市にひさき重代の家を人のものとなす不孝不義いはん方なく天罰神罰い てのかるへきをそれつゝしむへき物なるへし
118ことよかる　
好（ママ）
言令色鮮矣仁と論語にいへる
詞にてかける るへし此お の心
	
」
80丁オ
さましわさ無礼不義みる人きく人ことに くまれぬへし人ににくまれ人によみせらるゝもたゝわか心の人やりならぬしわさとしりてたしなみつゝしむへきことはりなるへし
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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119わか心もてはかなき御てうとともなともとりうしなはせ給はす
此てうとゝもなともといふに前の
	
」
80丁ウ
詞の御家居も有しよりけにあさましけれとゝいふをうけて家をもうしなひ給はぬ心をこめた さて前の名残なきわさは かゝせんさるわさせさせ給はすといへる首尾をかく也 は猶大かたの貧しかりしほとのさまこゝは極りて乏しきさまになり給ひても 心つよく
	
」
81丁オ
おなしさまにて念し過 ふなりけりとかける筆力有て哀也知仁勇の勇のこゝろにて心つよくと書たるへし松柏の年の寒きに其みさをゝあらはすたくひ君子の貧賤に素してをこ ふといひつねの座なきにもつねの心をうしなはさる士の有さま誰もおも
	
」
81丁ウ
へき所なるへし
120よきくるまにのりておももちほこりかに
師説云まつしき所なとへほこりかなるさまにて入くるは礼にたかふ心也心浅き
人のするわさ也礼記内則
ニ適子庶
子
祗
ツヽシンテ
事ツカフ
二宗子宗婦
ニ一雖
二貴富
ト一不
ス
下敢アヘテ
　
以
二貴富
ヲ一入
中宗子之家
ニ上雖
レ衆ヲヽシト
二車徒
一
　
舎ヲイテ
二於外
ニ一以
二寡約
ヲ一入
ル不
下敢
テ以
二貴富
一加ヲシノカ
中於
	
」
82丁オ
父兄家族
ヲ上
在湖月抄
121かくはるかにまかりなんとすれはうしろめたくあはれに覚え給ふ
前にことよかるとありし首尾なりまことの心にてかくいはゝ哀深かるへき詞な らをのかむすめともの後見な にと思ふ内心にてうはへはかりにいふなれは
	
」
82丁ウ
聞からににくゝ侍るへきをい嬉しき事なれと世にゝぬさまにて何かはなとおいらかにいらへ給ふ末摘花の本性かく人 くからぬゆへ光君もあはれみおほしたるさまの草子の文躰偏世人のをしへ や
122心はへなとはたむもれいたきまて
	
」
83丁オ
よくおはする御ありさまに
彼大弐北方にいとうれしきことなれとなといらへ給ひ侍従か故まゝ
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のいひ置し事をもたかへて見捨まいらするにもわか御くしの九尺あまり かつらくのえかうなとつかはして年へぬ しるしみせ給なとの首尾にかける詞なり
	
」
83丁ウ
123かの大弐の北方のほりておとろき思へるさま侍従かうれしき物のいましはしまち聞えさりける心あさゝをはつかしうおもへるほと
零落の人をあなつりわかすこしのいきをひにほこるましきいましめ也かつ又侍従かさまは末摘花の心つよく貧窮に堪忍ひ給へ
	
」
84丁オ
る心にはかはりてたのもしけなき後悔を書て又世人の教とする也
（16）　
関屋巻
124むかしわらはにていとむつましうらうたき物にし給ひしかはかうふりなとえしまて此御とくにかくれたりしをおほえぬ世のさはき有 ころ物の聞えにはゝかりてひたち
	
」
84丁ウ
くたりしをそすこし御心をきて
小君光君のさま〳〵の御恩を忘
て世になひきて常陸に下りしを聊疎みおほしめすと也師説云小君か源氏の君にみやつかへせしは空蝉に媒の故にむつましかりしまことの忠義の心 あらねは終にすまの御難を見とゝけさ
	
」
85丁オ
りし也右近のせう 妻子をすて官をとけて御供せし志とははるかにかはれり世に便佞のともから実なき追従に さいはいに近習のむつひをなす者いつれも小君かたくひなるへしこれをならへ記して君臣の道の心はせのいましめとする
	
」
85丁ウ
125ようなきことゝおもへとえこそ聞え返さね
小君おさなきほとはさもあるへし成長のゝち姉に不義の使するを用なき事と思ひ からも諂ひてえ辞退申さぬは自欺くなり更に誠意のわさにあらす くまさなき者なれはすまの御供をもにけのかれしなるへし其人
	
」
86丁オ
となりを各々書わけたりし紫
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式部の筆法奇妙にや
126かうちのかみのみ昔よりすき心有て
帚木巻にき かみすき心にこのまゝ母の有さまをあたらしき物に思ひてついそうしよる心なれはとあり此紀伊守かまめなぬ心ゆへ空蝉をたゝよはして親
	
」
86丁ウ
のいよの介か遺言をやふり くさましき は を書しるして末代の継子のいましめとする也
127のこりの御よはひはおほく物し給ふらんをいかてかすくし給ふへき
はしめ情かりける心はへも実の心にあらす懸想の故なれはこゝにいたりて親の遺言をも もらす
	
」
87丁オ
見捨るしわさ情なく人倫 大道すたれて禽獣の有さまにゝたりあいなのさか らやとそしりて人の教とする也光君好色にましますゆへ家司の河内守もかくのことし惟光もくまなきすき心有てありか ためす忍ひありきして何かしの院に
	
」
87丁ウ
てのめしにもはつれ不忠の有さまあり良清も亦入道の遺言破りつへき心有とみゆかみを見ならふ下なれは一人貪戻にて一国乱ををこすといへり人のかみとしては身をつゝしみて恭以し 向ふへきのいましめをふくめるこれこの物語の微意なるへし
	
」
88丁オ
（17）　
絵合巻
128御むすめにきしろふさまにて侍ひ給ふをかた〳〵にやすからすおほすへし
権中納言の例のいとみ心也君子は争ふ所なしとこそ論語にも侍れ亦人の教也ゑ合あるへき根さしなり
129さらにえ見奉り給はぬを
	
」
88丁ウ
秋好のおも〳〵しき御さまをいへりまことの后かねなる御ありさまをかけるなるへし
130又こなたにても是を御らんするに心安くもとりいて給はすいといたくひめて此御かたにもてわたらせ給ふをおしみらうし給ふを
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此こきてんの御心むけのひと
	
」
89丁オ
ことよろつにわたるへしいとせはくおとなしからす人よりさきにまいり給へと立后なかりしはかやうのゆへとみゆるありさま也
131長恨歌王昭君なとやうのゑはおもしろくあはれなれとことのいみ
細流云唯今事の始なる故に斟酌ある也何も不吉なれは也
	
」
89丁ウ
かやうの事いかにも心つかひあるへき事と也いはふへき折ふし也
132よはひたらてつかさ位高くのほり世にぬけぬる人のなかくはえたもたぬわさなりけり
河海云後漢書云位
―高
ケレハ
身危
シ
財
―多
ケレハ
命
―
殆アヤウシ
云
　
　
々みつれはかくる
ことはり人つゝしみ思ふへき所也
	
」
90丁オ
功
―成名遂
テ而身退
クハ
者天之道
也
老子経
此いましめ忘るへからす
身退く道はしれともむさしのやのかれすむへきやましなけれは
133中比なきになりてしつみたりしうれへにかへて今まてもなからふる也
前に才学いたうすゝみぬる人の命さいはいとならひぬるはいとかた
	
」
90丁ウ
き物といへるにかなへり万事に可思之と細流に へり
（18）　
松風巻
134此わかきみの御おもてふせにかすならぬ身のほとこそあらはれめ
明石上受領のむすめなれはこの遠慮常にあり此姫君を後は紫上にまいらせて養子とせし其
	
」
91丁オ
機すてにこゝ
135御なをしめしいてゝたてまつる
礼儀を人に教る心はへなるへし且又わか紫の巻にも母こそゆへあるへけれといへり此大井の古郷兼明親王の事とみゆしかれは此宮のむすめに准すへきよし弄花抄に有其故に愛敬し給へる や
	
」
91丁ウ
136御寺にわたり給て月ことの十四五日つこもりにをこなはるへき
富貴権威の御身に菩提を忘れ給はぬさま也須磨 ても御精進にて釈迦牟尼仏弟子との給へり
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人として仏道にいれは慈悲深く歎あさく無益の殺生をなさすかしかつは現世安穏の祈祷又は後生
	
」
92丁オ
善所の功徳いとめてたし国家をおさめ民を撫るたよりもとをからすむかしより貞観寛平の明君大職冠淡海公等の賢臣をはしめ武家には鎌倉大将最明寺等の名将みな仏を信し給へり故ある事と知へし
（19）　
薄雲巻
	
」
92丁ウ
137あまきみおもひやりふかき人にて
松風巻にても光君御直衣奉りなと愛敬の御気色有しもかくかとある所有てよのつねの女性にはあらさりしさま也此明石上への異見のさま言々皆道理ありたゝありの舐犢の愛姑息の養ひにのちせをかへりみぬ女のたくひに
	
」
93丁オ
はあらぬさま也此姫君を紫上にまいらせしゆへに光君の明石上を憐みおほす心もまさり紫上の御妬みもうすくなりて後まても
明石上に御心よせことなりし光君への御恨みもはれて夫婦の御中和合せりまして姫君の御ためにも御袴着入内立后のほとま
	
」
93丁ウ
てに疵なき玉のことくなりし諸方安全の思ひやり深き様なるへし
138女もかゝる御心のほとを見しり聞えて過たりとおほすはかりのことはしいてす又いたくひけせすなとして御心をき にもてたかふ事なく
光君をしなへてのやう はもてなし給はぬほとを明石上見知まいらせ
	
」
94丁オ
てよのつねの女 らは其愛に乗して過分のふるまひもあるへきにさはなかりし有さま是亦世の人に見習せんの心にてかける也さりとていたく卑下したらんもかくもてなし給ふ御心にたか へしよきほとをはからひて光君 御こゝろをきてにたかはぬさまこれ男
	
」
94丁ウ
女の間のみならす君臣の上にもおもふへき しへ や
139其ころおほきおとゝうせ給ふ
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微意ありおくに委記す
140おほやけさまに物のさとししけくのとかならて
　
光君は冷泉院の
実父にておはしますを帝しろしめさて臣下とし給へるを
	
」
95丁オ
天にとかめて天変しきりにさとししめす ま也上一人より下万民まて親を敬せすはあるへからすとの教を書也みそか事の父子の間にて聊もしら 給 てさへ仏天のとかめありいはんやよのつねの親子の中に敬せす不孝のわさあらはいかて天罰
	
」
95丁ウ
をまぬかるへきをそれつゝしむへきのいましめなるへし
141いよ〳〵御かくもんせさせ給ひつゝ
朱雀院の御代におほちおとゝ文才うとくおはせしにかはりて当代には常に文学をつとめたまひしさま也弥といふに心を付 し
142秋のつかさめしに太政大臣に成給ふ
	
」
96丁オ
まへにおほきおとゝのうせ給ふことを何となく書いてたるはこゝ
にて光君をたふとみて高官になし給ふへき事をかくへき微意なるへし作物語のかきさま奇妙にや是は先有増にて実は乙女巻にて任し給へり
143前栽ともこそのこりなくひもとき
	
」
96丁ウ
折節の景気を何となくいひ出給へるもつき〳〵しきのみならす野宮の事なといひ出給はん便りも面白くことにはおくに春秋の勝負をいとませまいらせて秋好むの御心を見給ふよしを書て乙女巻に至りて六条院に四まちをしめて四時の興をつくりなし給ふ事
	
」
97丁オ
をかくへき微意なるへし
144いつかたにか御心よせ侍るへからん
三光院説云此段こ ふの巻と野分巻とを書出へき序とみえたり
145はかなうきえ給ひにし露のよすかにも思給へられぬへけれ
秋好の御母御息所のうせ給 る事秋なれは心よせあるよし也大事
	
」
97丁ウ
なる返答をかくいひなせる殊勝
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也と細流の説也
予案
斎宮女御
徽子
のうたに袖にたに秋の夕は
しられけりきえし浅茅の露をかけつゝ
新古今
といふありこれ
村上天皇をおほしめす心也此秋好を斎宮と申せは此詞も比してかきつらねたりとみゆ餘情幽玄にや
	
」
98丁オ
146しのひかたき折〳〵も侍しと聞え給ふ
光君実には斎宮ををかしまいらせんの心はあらぬよし物かたりにみゆ然とも好色の人のくせにてかくたはふれことの給ふさま也この次にかうあなかちなる事にむねふたかるく の猶有けるよと我なからおほししらる是は
	
」
98丁ウ
いとにけなきこと也なとあり
（20）　
朝顔巻
147宮わつらはしかりしことをおほせは御返りもうちとけて聞え給は
（ママ）
り
あさかほの斎院也一生源氏君に難面きさまにて過し給へり人は心さしを立へき ましめにて書也あまたの御かた〳〵源氏
	
」
99丁オ
にはみたり給へりしに一人此斎院のみ人に似しとおほしさためしとなり
148さすかにしたつきにてうちされんとは猶おもへり
　
源内侍今尼になり
ても猶生得の好色のくせやまぬさま也いとみくるしき有さまを興言にかきて老人 心つかひ
	
」
99丁ウ
いましめとするなるへ
149まいてうちあたけ過たる人の年つもりゆくまゝにいかにくやしき事多からん
若きほと物の心も深くしらす世のあさけり何かをも顧
カヘリミ
る遠慮す
くなきほとのすさひに好色の人のわか たし名を流すのみならす人の名をもくたして年より
	
」
100丁オ
て後まことの智出来て悔しきことおほきよしをかきて人の平生をたしなむへきいましめを云なるへし
150もらさしとの給ひしかとうき名のかくれなかりけれははつかしうくるしきめをみるにつけてもつらくなん
北村季吟の源氏学（一）（宮川）
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薄雲女院夢にみえて光君に
	
」
100丁ウ
恨み給ふ詞也もらさしとちかへることも我しる汝しるをのつからよに隠れなき物なれは心中になす悪念も終には るゝ習ひとしりてかねて正心誠意の修行をこたるましきわさ也との教なるへし下賤の人とてもすこし志をたて身もたてんと思はん人は後名を恥 き
	
」
101丁オ
に悪念をひる へして内にかへりみてやましからぬやうにあらまほしまして高貴の人自棄して放埒 へからす必後悔すへし後悔の期に至りては千たひくひてもかひなかねて覚悟してつゝしみをそるへきわさ也
	
」
101丁ウ
（遊紙
2丁）
〔附記〕
　
本稿を成すにあたり、貴重資料の閲覧・翻刻・複写
等にご高配を賜りました各所蔵機関、 『源氏物語微意』の閲覧・翻刻をお許しくださいました日本大学総合学術情報センターに深謝申し上げます。
なお、本稿は平成二十五年度科学研究費補助金（特
別研究員奨励費、課題番号
25 ・
1422 ）の成果の一部で
ある。
（みやがわ・しんや
　
本学大学院博士後期課程）
